
営業倉庫として現在活躍中
の、スタンダードなハイブ
リットフレックスハウス。

コストを抑えた、ハーフハ
イブリッドもラインナップ
に加わりました。

大型クレーンの設置により、
作業効率がアップ。

テントで倉庫！？

テントなのに高品質で堅牢な営業倉庫
『ハイブリットフレックス』
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コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ
ここまで来た天然ガストラック新時代【天然ガス自動車の普及に向けて】…３面／トラッ
ク運送事業者のための経営のヒント【待機児童問題を別の視点から観る】…４面／食
の新旧街道を行く【魚食文化の道⑤ 黒潮育ちの｢初がつお｣】…７面

輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 5,010 100.4%

一　般 ― 98.0%
宅配便（千個） 306,252 108.4%

輸送統計
平成29年2月分
▶国土交通省調べ

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
普通・準中型・中型 大型 計

30
（2）

39
（−3）

69
（−1）

交通事故死者数（人）
3月31日現在 5月14日現在

873
（−58）

1,234
（−161）

全国の死亡
事故件数

859
（−39）

平成29年3月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

5/15〜6/14  3859
6/15〜7/14  2995

２・３
・�トラック協会ニュース
・�官公庁ニュース（国交省等）

4 ・��「健康職場づくり」事業者訪問
　　栄運輸㈱（群馬県伊勢崎市）

6・7
・��中継輸送実施の手引き（国交省）
　検討の進め方から運用まで（概要）

８ ・��交通事故防止!!わが社の取り組み
　根本運送㈱（千葉県船橋市）

同社は、M&Aを機に
安全への取り組みを一層強化した

5 ・��ドラコン優勝者メッセージ
　安倍総理大臣、石井国交大臣を
　表敬訪問

　

同
検
討
会
が
ま
と
め
た
案

に
よ
る
と
︑
荷
物
を
移
動
す

る
た
め
の
﹁
運
送
の
対
価
﹂

を
﹁
運
賃
﹂
と
位
置
づ
け
︑

積
込
み
や
取
卸
し
の
対
価
を

﹁
運
賃
﹂
と
は
別
の
料
金
と

し
て
明
確
化
し
︑
手
待
ち
の

た
め
の
費
用
は
﹁
待
機
時
間

料
﹂
と
整
理
し
た
︵
図
１
︶︒

　

そ
の
上
で
︑
標
準
貨
物
自

動
車
運
送
約
款
を
改
正
し
︑

運
送
状
の
記
載
事
項
に
料
金

（
待
機
時
間
料
︑積
込
み
料
︑

取
卸
し
料
等
）
の
詳
細
を
記

載
す
る
ほ
か
︑﹁
附
帯
業
務
﹂

の
例
示
を
実
態
に
合
わ
せ
て

整
理
し
﹁
品
代
金
の
取
り
立

て
﹂
な
ど
以
外
に
も
︑﹁
横

持
ち
及
び
縦
持
ち
﹂﹁
棚
入

れ
﹂を
新
た
に
加
え
る︵
図
２
︶︒

（
場
所
的
移
動
）
に
対
す
る

対
価
﹂
と
定
義
し
︑
運
送
以

外
の
役
務
に
対
す
る
対
価
を

﹁
料
金
﹂
と
定
義
す
る
︒

　

そ
の
う
え
で
︑
必
要
記
載

事
項
と
し
て
﹁
料
金
﹂
を
追

加
し
︑
そ
の
例
と
し
て
﹁
待

機
時
間
料
﹂﹁
積
込
み
料
﹂﹁
取

卸
し
料
﹂﹁
附
帯
業
務
料
﹂

な
ど
と
整
理
す
る
︒

　

ま
た
︑
運
送
引
受
書
様
式

を
改
正
し
︑﹁
積
込
み
料
﹂
と

﹁
取
卸
し
料
﹂
を
記
載
す
る

欄
を
設
け
る
ほ
か
︑﹁
待
機

時
間
料
﹂
を
﹁
○
時
間
当
た

り
○
円
﹂
と
記
載
で
き
る
よ

う
に
す
る
︒

た
う
え
で
︑
早
け
れ
ば
今
夏

に
も
改
正
し
た
い
考
え
︒

　

な
お
︑
運
賃
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
引
き
続
き
課
題
を

整
理
し
て
検
討
し
て
い
く
こ

と
と
な
っ
た
︒

　

平
成
29
年
春
の
叙
勲
受
章

者
が
４
月
29
日
付
で
︑
ま
た

褒
章
受
章
者
が
４
月
28
日
付

で
︑そ
れ
ぞ
れ
発
表
さ
れ
た
︒

　

受
章
者
の
う
ち
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
か
ら
は
︑
兵
庫

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
副
会
長
の

亀
田
昌
廣
氏
と
岡
山
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
副
会
長
の
重
友
新

太
郎
氏
が
旭
日
双
光
章
を
受

章
︒

　

ま
た
︑
北
海
道

ト
ラ
ッ
ク
協
会
副

会
長
の
奈
良
幹
男

氏
︑
東
京
都
ト
ラ

ッ
ク
協
会
副
会
長

の
竹
ノ
内
實
氏
が

黄
綬
褒
章
を
受
章

し
た
︒

　

叙
勲
伝
達
式
は

５
月
10
日
に
東
京

都
内
の
ホ
テ
ル
で
︑
褒
章
伝

達
式
は
５
月
16
日
に
国
土
交

通
省
で
行
わ
れ
る
︒

　

受
章
者
は
次
の
各
氏
︒

︻
叙
勲
︼

◎
旭
日
双
光
章

▽
亀
田
昌
廣
（
か
め
だ
・
ま

さ
ひ
ろ
）
氏
・（
一
社
）
兵

庫
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
副
会

長
︑
柳
原
運
輸
㈱
社
長
︑
兵

庫
県
・
73
歳

▽
重
友
新
太
郎
（
し
げ
と
も

・
し
ん
た
ろ
う
）
氏
・（
一

社
）
岡
山
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

副
会
長
︑
元
・
岡
山
西
部
運

輸
㈱
代
表
取
締
役
︑
岡
山
県

・
75
歳

︻
褒
章
︼

◎
黄
綬
褒
章

▽
奈
良
幹
男
（
な
ら
・
み
き

お
）
氏
・（
公
社
）
北
海
道

ト
ラ
ッ
ク
協
会
副
会
長
︑
月

寒
運
輸
㈱
社
長
︑
北
海
道
・

74
歳

▽
竹
ノ
内
實
（
た
け
の
う
ち

・
み
の
る
）
氏
・（
一
社
）
東

京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
副
会

長
︑
㈱
タ
ケ
ウ
チ
社
長
︑
東

京
都
・
68
歳

　

国
土
交
通
省
は
４
月
26
日
︑﹁
第
４

回
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
適
正
運
賃
・

料
金
検
討
会
﹂
を
開
き
︑
運
送
以
外

の
コ
ス
ト
を
適
切
に
収
受
す
る
た
め

の
方
策
を
提
示
し
た
︒
こ
れ
ま
で
記

載
が
な
か
っ
た
料
金
に
つ
い
て
︑
発

地
や
着
地
で
の
荷
物
の
積
み
込
み
や

取
り
卸
し
作
業
に
対
す
る
対
価
を﹁
積

込
み
料
﹂
お
よ
び
﹁
取
卸
し
料
﹂
と

明
確
化
し
︑荷
待
ち
へ
の
対
価
を
﹁
待

機
時
間
料
﹂
な
ど
と
整
理
し
た
︒
さ

ら
に
﹁
附
帯
業
務
﹂
の
例
示
と
し
て
︑

﹁
横
持
ち
及
び
縦
持
ち
﹂﹁
棚
入
れ
﹂

を
新
た
に
加
え
る
︒
同
省
で
は
︑
必

要
な
手
続
き
を
経
て
︑
早
け
れ
ば
今

夏
に
も
標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款

を
改
正
し
︑
周
知
期
間
を
経
て
施
行

す
る
方
針
と
し
て
い
る
︒

　

国
土
交
通
省
は
︑﹁
事
業

用
自
動
車
総
合
安
全
プ
ラ
ン

２
０
０
９
﹂
に
代
わ
る
︑
事

業
用
自
動
車
の
事
故
防
止
に

向
け
た
新
た
な
プ
ラ
ン
の
検

討
を
開
始
し
た
︒

　

国
交
省
は
︑
平
成
21
年
３

月
に
策
定
し
た
﹁
事
業
用
自

動
車
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０

０
９
﹂
に
基
づ
き
︑
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
を
は
じ
め
事

業
用
自
動
車
の
関
係
者
と
一

丸
と
な
っ
て
事
故
防
止
対
策

に
取
り
組
ん
で
き
た
が
︑
①

高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故
の

増
加
②
安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト

車
の
普
及
な
ど
︑
自
動
車
の

先
進
安
全
技
術
の
急
速
な
発

展
③
健
康
起
因
事
故
件
数
の

増
加
︱
︱
な
ど
︑
プ
ラ
ン
２

０
０
９
策
定
時
か
ら
大
き
な

状
況
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
な

ど
か
ら
︑
今
年
３
月
に
開
催

さ
れ
た
﹁
事
業
用
自
動
車
総

合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
０
９
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
﹂
の
中
で
︑

新
た
な
事
業
用
自
動
車
総
合

安
全
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
こ

と
が
決
定
し
て
い
る
︒

　

次
期
プ
ラ
ン
の
策
定
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
図
の
通
り
︒
新

プ
ラ
ン
策
定
の
た
め
の
施
策

群
に
つ
い
て
は
︑
４
月
27
日

に
第
１
回
目
が
開
催
さ
れ
た

﹁
自
動
車
運
送
事
業
に
係
る

交
通
事
故
対
策
検
討
会
﹂
に

お
い
て
議
論
が
開
始
さ
れ
て

い
る
︒こ
の
議
論
を
踏
ま
え
︑

５
月
11
日
に
は
新
プ
ラ
ン
の

方
向
性
に
つ
い
て
意
見
の
集

約
を
図
る
た
め
︑
平
成
29
年

度
第
１
回
﹁
事
業
用
自
動
車

に
係
る
総
合
安
全
対
策
検
討

委
員
会
﹂（
委
員
長
・
野
尻

俊
明
流
通
経
済
大
学
学
長
）

が
開
催
さ
れ
︑
同
検
討
会
に

お
け
る
検
討
の
方
向
性
が
確

認
さ
れ
た
︒
こ
れ
を
受
け
︑

同
検
討
委
員
会
で
は
５
月
と

６
月
の
２
回
会
議
を
開
き
︑

６
月
中
旬
を
め
ど
に
新
プ
ラ

ン
の
最
終
案
を
作
成
︒
６
月

下
旬
頃
に
開
催
さ
れ
る
同
検

討
委
員
会
（
第
２
回
）
に
お

い
て
新
プ
ラ
ン
が
決
定
さ
れ

る
予
定
と
な
っ
て
い
る
︒

旭日双光章
重友新太郎氏

旭日双光章
亀田昌廣氏

【 叙  勲 】

【 褒  章 】

黄綬褒章
竹ノ内實氏

黄綬褒章
奈良幹男氏

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

春
の
叙
勲
・
褒
章
に
栄
え
の
４
氏

図　次期事業用自動車総合安全プラン策定スケジュール

事業用自動車に
係る総合安全対策
検討委員会 ◇検討の方向性の確認

◇意見照会 ◇新プラン決定

◇最終案作成◇会議委員の意見反映
◇データ分析結果の反映
◇指標の選定

◇素案作成

◇検討体制の決定

新プラン★第１回

★第１回 ★第２回 ★第３回

第２回★

６月下旬頃

５月下旬頃 ６月中旬

GW後

GW前

平成29年
4月 5月 6月 7月

自動車運送事業に
係る交通事故対策
検討会

29年春の
叙勲・褒章

事業用自動車事故防止に向け検討開始
6月下旬めどに新プランを決定

道路交通を取り巻く近年の状況変化を踏まえ
国
交
省

　

同
様
の
趣
旨
で
書
面
化
推

進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
改
正
し
︑

﹁
運
賃
﹂
を
﹁
貨
物
の
運
送

　

同
省
で
は
︑
こ
れ
ら
の
内

容
を
上
部
会
議
で
あ
る
︑
５

月
19
日
開
催
の
﹁
第
６
回
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
取
引

環
境
・
労
働
時
間
改
善
中
央

協
議
会
﹂
に
お
い
て
も
議
論

し
︑
意
見
募
集
な
ど
を
行
っ

第
６
回
取
引
環
境
・
労
働
時
間

改
善
中
央
協
議
会
へ
報
告

叙
勲
伝
達
式
︵
５
月
10

日
、
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
︶

図１

図２

第4回トラック運送業の適正運賃・料金検討会
運送以外のコスト収受を

積
込
み
や
取
卸
し
料
を
明
記

国
交
省
が
方
策
提
示

標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款
な
ど
改
正
へ

国
交
省
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

N
ew

s 2017.4.28—5.15
新規許可

貨物自動車
運送事業者数
（平成29年2月末）
全日本トラック協会調査
運
輸
局

都道
府県

平成
29年
2月

前年
同期
比

北海道 12 3 

東
北

青　森 2 0 
岩　手 4 2 
宮　城 3 -2 
秋　田 3 1 
山　形 2 1 
福　島 6 -3 

計 20 -1 

関
東

茨　城 6 5 
栃　木 1 -1 
群　馬 2 -2 
埼　玉 13 7 
千　葉 5 -4 
東　京 8 1 
神奈川 7 1 
山　梨 0 -1 

計 42 6 

北
陸
信
越

新　潟 1 -1 
長　野 3 1 
富　山 0 -2 
石　川 1 1 

計 5 -1 

中
部

福　井 1 1 
岐　阜 1 -6 
静　岡 4 -2 
愛　知 7 -1 
三　重 4 2 

計 17 -6 

近
畿

滋　賀 5 0 
京　都 6 1 
大　阪 8 -10 
兵　庫 16 10 
奈　良 1 -1 
和歌山 0 -2 

計 36 -2 

中
国

鳥　取 0 0 
島　根 1 0 
岡　山 1 -2 
広　島 3 0 
山　口 2 0 

計 7 -2 

四
国

徳　島 1 -3 
香　川 2 0 
愛　媛 4 2 
高　知 3 1 

計 10 0 

九
州

福　岡 14 8 
佐　賀 1 1 
長　崎 1 0 
熊　本 1 1 
大　分 0 -1 
宮　崎 2 1 
鹿児島 1 0 

計 20 10 
沖　縄 2 0 

※ 1 1 
合　計 172 8 

※申請者住所が当該運輸局管
轄外の都道府県

注１）一般・特積に限る。
注２）各地方運輸局ホームペー

ジおよび都道府県トラック
協会からの情報により全
日本トラック協会が集計。

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～交差点編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶  交通整理の行われていない見通しの悪い交差点では、優先道路を通
行している場合を除いて、徐行しなければならない。（ ○・× ）

❷  交差点に入るときや交差点内を通行するときは、できる限り安全な
速度と方法で進行する。（ ○・× ）

❸  環状交差点で右折や左折をするときは徐行しなければならないが、
直進する場合には徐行しなくてもよい。（ ○・× ）

❹  前車が右左折の合図を出して進路を変更しようとしたときは、急ブ
レーキ等で回避しなければならない場合を除いて、前車の進路変更
を妨害してはならない。（ ○・× ）

❺  一方通行路から右折するときは、できるだけ道路の中央に寄り、交
差点の中心のすぐ内側を徐行して通行する。（ ○・× ）

（解答は７面）

最高速度・規制速度・安全速度
〔第66回〕

　今年のゴールデンウイークは好天に恵まれて、各地の観光
名所や行楽地は大いに賑わったようです。晴れ渡った空の下
で、新緑を楽しんだ人々も多かったことでしょう。
　五月の晴れ渡った空のことを「五月晴れ」と呼んでいます
が、実はこの「五月」というのは旧暦のことで、今でいえば
「六月」にあたります。ですから「六月晴れ」ということにな
り、ちょっと首をひねりたくなりますが、どうやら「五月晴
れ」というのは、もともとは梅雨の合間に広がる晴天もしく
は梅雨明けに広がる晴天の日を指していたようです。今の私
たちの感覚とはちょっと異なっているようですが、「五月晴
れ」といえば、やはり新緑の風薫る晴天の空をイメージしたい
ですね。

●誤解されやすい自動車専用道路の最高速度
Ａさん「ところで、連休中に車で遊びに出かけた近所の知り

合いが、自動車専用道路で速度違反で捕まってね。
腹立ちまぎれにボクに電話をしてきた」

Ｂさん「何キロで走ってたんだ」
Ａさん「高速道路だからと、時速100キロを少し超えるくらい

の速度で走っていたらしい。ところが、その自動車専
用道路の最高速度は時速70キロだった」

Ｂさん「30キロから35キロの速度超過になるな」
Ａさん「違反点数3点、反則金25,000円と言ってたね」
Ｂさん「もし大型や中型、準中型だったら、反則金は30,000

円になるよ」
Ａさん「本人もかなり痛かったようだ。だまされた気分だよ。

なんで高速道路なのに時速100キロじゃないんだっ
て、ボクに文句を言うんだ」

Ｂさん「困ったもんだね。だまされたんじゃなくて、本人が交
通ルールをよく理解していなかっただけなのに」

Ａさん「でも、高速自動車国道と自動車専用道路の違いを分
かっていないドライバーは、意外と多いみたいだ」

Ｂさん「確かに、どちらも自動車だけの専用道路だから、歩行
者も自転車も原付バイクもいないし、見た目にはほと
んど同じだからね」

Ａさん「ただ、いくつか違いはある。特に重要なのは『最高速
度』だね。高速自動車国道は車種により時速100キロ
と80キロに分かれているけど、自動車専用道路は標
識等で速度が指定されていない場合は一般道路と同
じ時速60キロだ」

Ｂさん「それを理解せずに、高速自動車国道と同じつもりで
走ると速度超過になる」

Ａさん「その道路には時速70キロの速度標識が出ていたはず
なんだ。それをちゃんと見て守っていれば、免許証を
汚すことも、余計な出費をすることもなかったんだけ
どね」

Ｂさん「時速100キロと思い込んで見落としたか、見るには見
たが無視したか、どちらかだろうね。いずれにしても
だまされたとか、運が悪かったと思うのは見当違い
だよ」

●標識等で速度が規制されている道路は多い
Ａさん「一般道路の場合の最高速度は時速60キロだけど、実

際には道路環境などに応じて標識などで速度が規制
されているところも多いね」

Ｂさん「国道だって、どこでも時速60キロだとは限らないし、
市街地や住宅街などでは時速40キロや30キロに規
制されている場合もよくある。

Ａさん「時速60キロというのは、あくまでも標識や標示など
で速度が規制されていない場合に限られる。そんな
ことは誰でも分かっていると思うけど、ついつい標識
を軽視して速度を出し過ぎてしまう」

Ｂさん「速度標識で『規制速度』を確認する。そしてそれを必
ず守るってことを、頭の中だけじゃなく、体で身に付
け習慣付けるようにしないとね」

Ａさん「それともう一つ重要なことがあるよ。道路交通法で
は、道路、交通、車両等の状況に応じ、他人に危害を
及ぼさないような速度と方法で運転することを義務
付けている。例えば、雨で視界が悪い時とか下校中
の子どもたちが路側帯を通行している時などは、危
険が生じないように規制速度よりもさらに速度を落
として走行する、これが『安全速度』といわれるもの
だ。つまり、規制速度をオーバーしなければ、それで
よいというわけではないんだ」

Ｂさん「規制速度を守るのは必要条件だけど、決して十分条
件ではないってことだね」
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全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑

６
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
の

１
か
月
間
を
﹁
不
正
改
造
車

排
除
強
化
月
間
﹂
と
し
て
︑

各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

と
連
携
し
︑
不
正
改
造
車
を

排
除
す
る
運
動
を
実
施
す
る
︒ 　

重
点
と
す
る
不
正
改
造
の

排
除
項
目
は
︑
①
前
面
ガ
ラ

ス
な
ら
び
に
運
転
者
席
お
よ

び
助
手
席
の
窓
ガ
ラ
ス
へ
の

着
色
フ
ィ
ル
ム
等
の
貼
付（
貼

付
状
態
で
可
視
光
線
透
過
率

70
％
未
満
）
②
前
面
ガ
ラ
ス

へ
の
装
飾
板
の
装
着
③
直
前

直
左
の
周
辺
状
況
を
確
認
す

る
た
め
の
鏡
︑
ま
た
は
カ
メ

ラ
お
よ
び
画
像
表
示
装
置
の

取
り
外
し
④
灯
光
の
色
が
不

適
切
な
灯
火
器
お
よ
び
回
転

灯
等
の
取
り
付
け
な
ら
び
に

保
安
基
準
上
︑
装
備
が
義
務

化
さ
れ
て
い
る
灯
火
器
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例

： 

側
面
方
向
指
示
器
）
の

取
り
外
し
⑤
タ
イ
ヤ
お
よ
び

ホ
イ
ー
ル
（
回
転
部
分
）
の

車
体
外
へ
の
は
み
出
し
⑥
騒

音
の
増
大
を
招
く
マ
フ
ラ
ー

の
切
断
・
取
り
外
し
お
よ
び

騒
音
低
減
機
構
を
容
易
に
取

り
外
せ
る
等
の
基
準
不
適
合

マ
フ
ラ
ー
の
装
着
⑦
土
砂
等

を
運
搬
す
る
ダ
ン
プ
車
の
荷

台
さ
し
枠
の
取
り
付
け
お
よ

び
リ
ア
バ
ン
パ
（
突
入
防
止

装
置
）
の
切
断
・
取
り
外
し

⑧
基
準
外
の
ウ
イ
ン
グ
（
エ

ア
・
ス
ポ
イ
ラ
）
の
取
り
付

け
⑨
不
正
な
二
次
架
装
⑩
大

型
貨
物
自
動
車
の
速
度
抑
制

装
置
の
取
り
外
し
︑
解
除
ま

た
は
不
正
な
改
造
︑
変
更
等

⑪
デ
ィ
ー
ゼ
ル
黒
煙
を
悪
化

さ
せ
る
燃
料
噴
射
ポ
ン
プ
の

封
印
の
取
り
外
し
⑫
不
正
軽

油
燃
料
の
使
用
︱
︱
の
全
12

項
目
︒

　

全
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実
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︒

平
成
28
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度
事
業
報
告
書

　
　
　
　
　
な
ど
を
承
認

第
１
回
総
務
委
員
会

　
﹁
第
１
回
総
務
委
員
会
﹂

（
坂
本
克
已
委
員
長
）
が
５

月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
平
成
28
年

度
事
業
報
告
書
（
案
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②
28

年
度
計
算
書
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借
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照
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（
案
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正
味
財
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増
減

計
算
書
（
案
）
お
よ
び
収
支

計
算
書
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案
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︱
︱
な
ど
が

審
議
さ
れ
︑
原
案
通
り
承
認

さ
れ
た
︒

求
車
登
録
件
数
が
大
幅
増

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
成
約

運
賃
指
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４
月
分

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連

合
会
は
５
月
８
日
︑
平
成
29

年
４
月
分
の
求
荷
求
車
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ

平
成
28
年
度
事
業
報
告
書

な
ど
を
承
認

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
振
興　
　

セ
ン
タ
ー
第
１
５
５
回
理
事
会

　
（
公
財
）
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
大

須
賀
正
孝
理
事
長
）
は
５
月

11
日
︑
第
１
５
５
回
理
事
会

Ｉ
Ｔ
）
成
約
運
賃
指
数
を
発

表
し
た
︒

　

29
年
４
月
の
運
賃
指
数

は
︑前
月
比
５
ポ
イ
ン
ト
減
︑

前
年
同
月
比
１
ポ
イ
ン
ト
減

の
１
１
５
で
︑４
月
と
し
て
は
︑

27
年
度
と
並
び
調
査
開
始
以

来
２
番
目
に
高
い
数
値
と
な

っ
た
︒

　

ま
た
︑
４
月
末
現
在
の
求

車
登
録
件
数
は
10
万
２
３
０

２
件
で
︑
前
年
同
月
比
１
万

８
９
２
８
件
増
（
22
・
７
％

増
）と
大
幅
に
伸
び
て
お
り
︑

加
入
者
数
の
増
加
に
併
せ
︑

引
き
続
き
求
車
需
要
が
高
い

状
況
が
続
い
て
い
る
︒

を
開
催
し
た
︒

　

決
議
事
項
と
し
て
︑
平
成

28
年
度
事
業
報
告
書
な
ら
び

に
財
務
諸
表
等
お
よ
び
財
産

目
録
に
つ
い
て
︱
︱
な
ど
が

審
議
さ
れ
︑
原
案
通
り
承
認

さ
れ
た
︒

ー
ジ
上
に
実
施
要
領
お
よ
び

啓
発
用
チ
ラ
シ
︵
写
真
︶
を

掲
載
す
る
と
と
も
に
︑
今
号

の
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
に
折

り
込
む
な
ど
し
て
︑
ト
ラ
ッ

ク
事
業
者
等
に
周
知
を
図

り
︑
適
正
化
事
業
巡
回
指
導

時
に
事
業
所
へ
の
啓
発
・
指

（
５
月
15
日
〜
５
月
30
日
）

▽
５
月
24
日

・
第
５
回
税
制
・
交
付
金
委
員
会

▽
５
月
26
日

・
第
12
回
タ
ン
ク
ト
ラ
ッ
ク
・
高

圧
ガ
ス
部
会
総
会

▽
５
月
30
日

・
第
５
回
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ワ
ー
キ
ン
グ
委
員
会

「広報とらっく」からのお願い

マナーを守って
プロトラックドライバーは
一般ドライバーの見本に！！

・コンビニエンスストアや公園等の公共施設
の駐車場などでの長時間駐車

・私有地や車両進入禁止箇所等でのＵターン
・駐車場や道路へのゴミのポイ捨て

などは止めましょう。

　プロトラックドライバーは、交通法規を守
るだけでなく、駐車場や駐停止場所での使用
方法やルール、マナーを守り、一般ドライバー
の見本となりましょう。

︻
お
こ
と
わ
り
︼
次
号
は
︑
編
集
上
の

都
合
に
よ
り
６
月
５
日
号
と
し
て
発

行
い
た
し
ま
す
︒ 

広
報
室

危険な不正改
造車は

重大な犯罪で
す!

6月1日～6月30日

「不正改造車排除
」強化月間

燃料タンクの不正な
増設等の二次架装

タイヤ及びホイール（回転部分）
の車体外へのはみ出し

さし枠の取付け

突入防止装置の切断
及び取外し

不正改造車の行政処分基準
初回違反 20 日 × 違反車両数
再 違  反 40 日 × 違反車両数
ほかにも道路運送車両法、道路交
通法による罰則がかせられます。

・速度抑制装置（スピードリミッター）
　の解除及び取外し
・燃料噴射ポンプの封印の取外し
・不正軽油燃料の使用

灯光の色が不適切な
回転灯等の取付け

前面ガラスへの
装飾板等の装着

窓ガラスへの
着色フィルム等の貼付 安全確認用窓を物などで

塞いで見えなくすること

巻込防止装置の取外し

音が自動的に継続する
警音器の取付け

http://www.jta.or.jp
全国貨物自動車運送適正化事業実施機関

マフラーの切断・取外し及び
基準不適合マフラーの装着

「
不
正
改
造
車
排
除
強
化
月
間
」
啓
発
用
チ
ラ
シ

　全日本トラック協会は４月28日、ウェブサイト「運賃原
価.com」を開設した。
　全ト協では、適正取引を推進するため、また自社の原価を適
切に把握するために、原価計算の実施を推進している。各都道
府県トラック協会においても「原価計算セミナー」を実施して
いるが、加えてウェブ上でも情報提供を進めるため、同サイト
を開設。適正運賃および原価計算の基礎や実践方法が解説され
ているほか、全ト協が原価計算推進のために実施している支援
メニューについても紹介し、会員事業者に活用を呼びかけてい
る。
　同サイトは、全ト協ホームページのトップページ「お役立ち
コンテンツ」バナーからアクセスすることができる。

ウェブサイト「運賃原価.com」開設
原価計算のためのコンテンツを集約

６
月
は「
不
正
改
造
車
排
除
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
強
化
月
間

積
極
的
な
運
動
を
全
国
で
展
開
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時

こ
こ
ま
で
来
た

新
代

天天
然然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

₁ 

共
通
価
値
の
創
造
︵
Ｃ
Ｓ
Ｖ

：creating shared 
value

︶

　

前
回
の
コ
ラ
ム
で
は
︑
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
分
析
に
よ
り
︑

天
然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク
の
真
の
ニ

ー
ズ
は
日
本
政
府
と
ガ
ス
事
業

者
に
あ
る
と
想
定
し
ま
し
た
︒

実
際
に
︑
政
府
は
日
本
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
強
化
す

る
た
め
に
様
々
な
天
然
ガ
ス
ト

ラ
ッ
ク
普
及
の
た
め
の
施
策
︑

す
な
わ
ち
補
助
金
︑
税
制
優
遇

等
を
実
施
し
て
お
り
︑
そ
の
普

及
に
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い

ま
す
︒
ガ
ス
事
業
者
も
日
本
ガ

ス
協
会
を
中
心
に
普
及
に
関
す

る
宣
伝
︑
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し

て
お
り
︑
こ
れ
も
成
果
を
上
げ

て
い
ま
す
︒
我
々
は
更
な
る
普

及
の
た
め
の
施
策
を
︑
ガ
ス
事

業
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
Ｃ

Ｓ
Ｖ
の
観
点
か
ら
解
決
法
を
検

討
し
ま
し
た
︒
Ｃ
Ｓ
Ｖ
と
は
本

業
を
通
じ
︑
事
業
者
の
利
益
と

社
会
的
課
題
の
解
決
を
両
立
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
貢
献

を
目
指
す
と
い
う
︑
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
の
経
営
学
者
マ
イ
ケ
ル

・
ポ
ー
タ
ー
が
２
０
１
１
年
に

提
唱
し
た
経
営
理
念
で
︑
Ｃ
Ｓ

Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
の

よ
う
に
利
益
分
配
を
伴
わ
な
い

社
会
課
題
の
解
決
方
法
で
す
︒

₂
ガ
ス
事
業
者
の
物
流

　

で
は
ガ
ス
事
業
者
が
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
︑
利
益
分
配
な
し

に
︑
す
な
わ
ち
ガ
ス
価
格
を
割

引
す
る
︑
ま
た
は
補
助
金
等
を

支
出
す
る
こ
と
な
く
天
然
ガ
ス

ト
ラ
ッ
ク
の
普
及
を
促
進
で
き

る
で
し
ょ
う
か
？　

我
々
の
答

え
は
︑﹁
ガ
ス
事
業
者
が

い
ま
支
払
っ
て
い
る
︑
物

流
事
業
者
へ
の
お
金
の

使
い
方
を
変
更
す
る
こ

と
﹂
で
し
た
︒
つ
ま
り
︑

ガ
ス
事
業
者
が
荷
主
で

あ
る
物
流
を
す
べ
て
天

然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク
に
変

更
す
る
︑
ま
た
は
優
先

す
る
ポ
リ
シ
ー
を
打
ち

出
す
と
い
う
も
の
で
す
︒

我
々
の
試
算
で
は
︑
ガ

ス
事
業
者
が
荷
主
で
あ

る
物
流
費
は
上
位
10
社
合
わ
せ

る
と
年
間
４
８
８
億
９
千
万
円

に
な
り
ま
す
︒
こ
の
物
流
を
す

べ
て
天
然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク
で
賄
う

と
す
る
と
︑
１
２
３
７
台
（
10

㌧
車
換
算
）
の
天
然
ガ
ス
ト
ラ

ッ
ク
が
必
要
と
推
測
さ
れ
ま
す
︒

唯
一
︑
日
本
で
天
然
ガ
ス
ト
ラ

ッ
ク
10
㌧
車
を
製
造
し
て
い
る

い
す
ゞ
自
動
車
の
年
間
販
売
目

標
が
１
０
０
台
で
あ
る
こ
と
か

ら
︑
約
12
年
分
の
新
た
な
天
然

ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク
市
場
が
創
出
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

₃
ま
と
め

　

以
上
は
︑
試
算
を
伴
う
一
案

で
は
あ
り
ま
す
が
︑
お
金
の
使

い
道
を
変
え
る
だ
け
で
天
然
ガ

ス
ト
ラ
ッ
ク
12
年
分
の
市
場
が

誕
生
し
ま
す
︒
同
時
に
ガ
ス
事

業
者
に
は
ガ
ス
供
給
量
増
加
と

新
規
の
供
給
先
が
確
保
で
き
る

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
︑
物

流
事
業
者
︑
特
に
中
小
の
場
合

に
は
大
口
顧
客
商
権
へ
の
天
然

ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
新
規
参

入
の
機
会
が
創
出
さ
れ
︑
経
営

安
定
化
に
も
繋
が
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
︒
ま
た
社
会
的
に

も
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

強
化
や
環
境
保
護
と
い
う
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
︑
い
わ
ゆ
る
﹁
三

方
良
し
（
売
り
手
良
し
︑
買
い

手
良
し
︑
世
間
良
し
）﹂
が
実

現
で
き
ま
す
︵
図
︶︒
日
本
で
も

同
様
の
取
り
組
み
と
し
て
︑
大

手
飲
料
メ
ー
カ
ー
が
遊
休
地
を

活
用
す
る
農
家
と
は
茶
葉
の
購

入
を
優
先
的
に
長
期
契
約
す
る

と
い
う
事
例
が
あ
り
︑
今
後
の

企
業
活
動
の
指
針
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
︒
ガ
ス
事
業
者

の
物
流
の
天
然
ガ
ス
ト

ラ
ッ
ク
へ
の
変
更
に
関

し
て
提
案
し
ま
し
た

が
︑
一
度
に
変
更
す
る

の
は
困
難
で
す
の
で
︑

一
部
で
も
優
先
的
に
天

然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク
を
保

有
す
る
物
流
事
業
者
を

採
用
す
る
方
針
を
打
ち

出
し
て
み
る
の
も
普
及

を
実
現
す
る
一
案
で
は

な
い
か
︑
と
我
々
は
考

え
て
い
ま
す
︒
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労基署の臨検監督が行
われるタイミングは

︻
解
説
︼
最
初
に
︑
臨
検
監
督
を
行

う
労
働
基
準
監
督
官
に
つ
い
て
ご
説
明

し
ま
す
︒
一
般
の
国
家
公
務
員
と
は
異

な
る
特
別
の
採
用
試
験
を
受
け
て
任

官
さ
れ
る
労
働
基
準
監
督
官
は
︑
海

上
保
安
官
や
麻
薬
取
締
官
と
同
じ
特

別
司
法
警
察
員
で
も
あ
り
ま
す
︒
被

疑
者
を
逮
捕
・
送
検
す
る
権
限
を
も

ち
︑
か
つ
て
は
﹁
労
働
Ｇ
メ
ン
﹂
と
呼

Ａ�

労
基
法
、
安
衛
法
な
ど
の

監
督
指
導
目
的
で
抜
き
打

ち
が
原
則

　

労
働
基
準
監
督
署
の
臨
検
監
督

に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
過
労

死
問
題
や
サ
ー
ビ
ス
残
業
問
題
な

ど
、
最
近
何
か
と
話
題
に
な
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
、
実
際
に
は

ど
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
行
わ

れ
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
︒
刑
事

犯
の
場
合
と
違
っ
て
︑
実
際
に
は
あ
ま

り
使
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
︑

都
道
府
県
労
働
局
に
は
手
錠
も
保
管

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
︒
こ
の

労
働
基
準
監
督
官
が
監
督
指
導
の
た

め
に
事
業
場
に
立
ち
入
る
の
が
臨
検

で
あ
り
︑
臨
検
監
督
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
特
別
司
法
警
察
員
と

し
て
の
労
働
基
準
監
督
官
は
︑
実
は

非
常
に
強
い
権
限
を
も
っ
て
い
ま
す
︒

一
般
司
法
警
察
員
で
あ
る
警
察
官
が
︑

令
状
が
な
け
れ
ば
強
制
捜
査
は
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
は
︑
皆
さ
ん
も
︑
刑

事
も
の
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
小
説
な
ど

を
通
じ
よ
く
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
︒

と
こ
ろ
が
︑
労
働
基
準
法
や
労
働
安

全
衛
生
法
等
で
は
︑
法
令
に
基
づ
く

行
政
指
導
と
い
う
目
的
に
限
っ
て
は
︑

予
告
な
し
に
事
業
場
に
立
ち
入
る
こ

と
が
で
き
る
強
い
権
限
を
労
働
基
準

監
督
官
に
与
え
て
い
ま
す
︒

　

さ
ら
に
︑
臨
検
に
あ
た
っ
て
は
︑
関

係
帳
簿
類
の
確
認
や
︑
関
係
労
働
者

へ
の
尋
問
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
（
労
基
法
１
０
１
条
︑
最
低
賃

金
法
32
条
︑
労
働
安
全
衛
生
法
91
条

な
ど
）︒そ
し
て
︑こ
の
臨
検
を
拒
め
ば
︑

拒
ん
だ
行
為
そ
の
も
の
が
罰
せ
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒
例
え
ば
︑
労

基
法
１
２
０
条
で
は
30
万
円
以
下
の

罰
金
︑
安
衛
法
91
条
で
は
50
万
円
以

下
の
罰
金
︑
最
低
賃
金
法
41
条
で
は

30
万
円
以
下
の
罰
金
と
な
っ
て
い
ま

す
︒

　

そ
れ
で
は
︑
ど
の
よ
う
な
場
合
に

臨
検
監
督
が
行
わ
れ
る
か
と
い
う
と
︑

大
き
く
分
け
て
労
働
者
等
か
ら
の
申

告
に
基
づ
く
場
合
と
︑
労
基
署
が
主

体
的
に
監
督
対
象
事
業
場
を
選
定
し

て
行
う
場
合
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
︒

　

申
告
に
基
づ
く
場
合
は
︑
事
業
場

に
そ
の
旨
を
伝
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
︑
申
告
し
た
労
働
者
に
対
す
る

不
利
益
な
取
り
扱
い
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
（
労
基
法
１
０
４
条
２
項
な

ど
）︒
ま
た
︑
労
働
者
が
氏
名
開
示
に

同
意
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
︑
匿
名
の

情
報
が
あ
っ
た
こ
と
だ
け
が
伝
え
ら
れ

ま
す
︒
な
お
︑
申
告
で
も
サ
ー
ビ
ス

残
業
な
ど
同
僚
労
働
者
も
対
象
と
な

る
よ
う
な
事
案
で
は
︑
実
態
調
査
を

行
う
必
要
が
あ
る
た
め
︑
事
業
場
に

臨
検
す
る
の
が
原
則
で
す
が
︑
解
雇

な
ど
個
人
の
権
利
救
済
に
と
ど
ま
る

事
案
で
は
事
業
主
な
ど
の
出
頭
と
い

う
形
に
な
る
場
合
も
あ
る
よ
う
で
す
︒

　

一
方
︑
労
基
署
が
主
体
的
に
対
象

事
業
場
を
選
定
し
て
行
う
場
合
に
つ

い
て
は
︑
そ
も
そ
も
臨
検
そ
の
も
の
が

実
施
の
有
無
も
含
め
一
切
公
開
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
の
で
不
明
で
す
︒
原
則
と

し
て
抜
き
打
ち
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
︑
実
状
と
し
て
︑
監
督
官

は
全
国
で
２
千
人
ぐ
ら
い
し
か
お
り

ま
せ
ん
の
で
︑
と
て
も
す
べ
て
の
事
業

場
を
回
り
き
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
よ
う
で
す
︒
た
だ
し
︑
事
故
の

発
生
で
︑
過
重
労
働
な
ど
重
大
な
労

基
法
違
反
が
見
つ
か
れ
ば
︑
当
然
﹁
同

業
他
社
は
大
丈
夫
か
﹂︑
と
い
う
こ
と

に
も
な
り
ま
す
し
︑
も
と
も
と
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
は
監
督
行
政
に
お
い
て
︑

重
点
指
導
対
象
業
種
と
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
要
注
意
で
す
︒

物流事業者	ガス事業者	

環境保護	

エネルギーセキュリティの強化	

経営の安定化	ガス供給量増加	

参入障壁低下に
伴う業界活性化	

新規の	
ガス供給確保	

1 

全
国
安
全
週
間
と
し
て
︑﹁
組

織
で
進
め
る
安
全
管
理　

み

ん
な
で
取
り
組
む
安
全
活
動

　

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う
安
全

文
化
﹂
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
︑

全
国
一
斉
に
積
極
的
な
活
動

を
行
う
︒

　

業
種
の
特
性
に
応
じ
た
実

施
事
項
で
は
︑
陸
上
貨
物
運

送
事
業
の
労
働
災
害
防
止
対

策
と
し
て
︑
①
荷
台
等
か
ら

の
墜
落
・
転
落
防
止
対
策
︑

保
護
帽
の
着
用
の
実
施
②
積

み
お
ろ
し
に
配
慮
し
た
積
み

付
け
等
に
よ
る
荷
崩
れ
防
止

対
策
の
実
施
③
歩
行
者
立
入

禁
止
エ
リ
ア
の
設
定
等
に
よ

る
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
使
用
時

の
労
働
災
害
防
止
対
策
の
実

施
④
ト
ラ
ッ
ク
の
逸
走
防
止

措
置
の
実
施
⑤
ト
ラ
ッ
ク
後

退
時
の
後
方
確
認
︑
立
入
制

限
の
実
施
︱
︱
を
推
進
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
︒

　

代
表
輸
送
機
関
（
発
地
か

ら
着
地
ま
で
︑
最
も
長
い
距

離
を
輸
送
し
た
機
関
）
に
お

け
る
﹁
自
家
用
・
営
業
用
ト

ラ
ッ
ク
﹂
の
分
担
率
が
︑
約

84
・
３
％
と
引
き
続
き
高

い
︒
自
家
用
ト
ラ
ッ
ク
の
分

担
率
は
減
少
傾
向
が
続
い
て

お
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
に
占
め
る

営
業
用
ト
ラ
ッ
ク
の
比
重
は

２
０
１
０
年
の
72
・
６
％
か

ら
２
０
１
５
年
は
74
・
６
％
へ

と
高
ま
っ
て
い
る
︒

電
波
利
用
環
境
保
護
周
知

啓
発
強
化
期
間
を
実
施

６
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で

　

総
務
省
で
は
︑
不
法
無
線

局
の
未
然
防
止
を
図
り
︑
電

波
利
用
環
境
保
護
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
︑
毎
年
６

月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
を

﹁
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知

啓
発
強
化
期
間
﹂
と
し
て
︑

電
波
の
利
用
に
対
す
る
正
し

い
知
識
等
の
周
知
・
啓
発
活

動
を
実
施
し
て
い
る
︒

　

同
省
で
は
︑﹁
電
波
の
利

用
ル
ー
ル
﹂
や
﹁
不
法
無
線

局
の
違
法
性
・
反
社
会
性
﹂

を
直
接
ア
ピ
ー
ル
す
る
周
知

・
啓
発
活
動
を
展
開
し
︑
広

く
社
会
に
訴
求
し
て
い
く
︒

　

国
土
交
通
省
は
５
月
１

日
︑
基
準
緩
和
自
動
車
の
認

定
要
領
等
の
一
部
改
正
案
を

ま
と
め
︑
意
見
募
集
（
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
を
開
始

し
た
︒

　

安
全
性
優
良
事
業
者
認
定

制
度
（
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
）
を

活
用
し
︑
法
令
遵
守
体
制
が

徹
底
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら

れ
る
事
業
用
の
基
準
緩
和
自

動
車
に
つ
い
て
は
︑
緩
和
す

る
有
効
期
間
を
現
行
の
最
長

２
年
か
ら
３
年
に
延
長
し
︑

そ
の
後
も
適
切
な
運
行
が
確

保
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
︑

次
回
以
降
の
継
続
緩
和
認
定

で
最
長
４
年
ま
で
延
長
す
る
︒

　

一
方
︑
緩
和
車
両
の
違
反

運
行
を
防
止
す
る
た
め
︑
基

準
緩
和
の
取
り
消
し
を
は
じ

め
と
す
る
行
政
処
分
や
行
政

指
導
の
要
領
を
定
め
︑
公
表

す
る
︒

　

６
月
中
旬
に
認
定
要
領
等

を
改
正
し
︑
７
月
初
旬
に
施

間
に
つ
い
て
は
︑
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
が
平
成
24
年
３

月
︑
国
交
省
に
対
し
︑
法
令

遵
守
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い

る
事
業
者
が
使
用
す
る
基
準

緩
和
自
動
車
に
つ
い
て
は
︑

有
効
期
間
を
延
長
す
る
よ
う

要
望
し
て
お
り
︑
今
年
３
月

に
も
改
め
て
要
望
し
て
い
た
︒

 

出
荷
量
減
少
傾
向
が
鈍
化

２
０
１
５
年
物
流
セ
ン
サ
ス

　

国
土
交
通
省
は
５
月
９

日
︑
２
０
１
５
（
平
成
27
）

年
10
月
に
実
施
し
た
第
10
回

﹁
全
国
貨
物
純
流
動
調
査
﹂

（
物
流
セ
ン
サ
ス
）
の
調
査

結
果
を
ま
と
め
︑発
表
し
た
︒

　

荷
主
側
か
ら
貨
物
の
動
き

を
捉
え
た
統
計
調
査
と
し
て

１
９
７
０
（
昭
和
45
）
年
以

来
５
年
ご
と
に
実
施
し
て
い

る
も
の
で
︑こ
れ
に
よ
る
と
︑

２
０
１
５
年
の
年
間
出
荷
量

は
２
０
１
０
（
平
成
22
）
年

に
比
べ
２
・
４
％
減
少
し
て

い
る
も
の
の
︑
２
０
１
０
年
調

査
の
減
少
率（
15
・
４
％
減
）

と
比
較
す
る
と
減
少
傾
向
は

鈍
化
し
た
︒

全
国
安
全
週
間
実
施
に

伴
い
全
ト
協
に
協
力
要

請

７
月
１
日
〜
７
日

　

厚
生
労
働
省
は
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
に
対
し
︑
平
成

29
年
度
（
第
90
回
）﹁
全
国

安
全
週
間
﹂
の
実
施
に
伴
う

協
力
を
依
頼
し
た
︒

　

29
年
度
は
︑
６
月
１
日
か

ら
30
日
ま
で
を
準
備
期
間
︑

７
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
を

 

「
低
炭
素
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル

ト
ラ
ッ
ク
補
助
事
業
」

申
請
要
件
詳
細
決
ま
る

Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ

　
（
一
財
）
環
境
優
良
車
普

及
機
構
（
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
）
は
︑

低
炭
素
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ

ッ
ク
補
助
事
業
を
実
施
す

る
︒
補
助
対
象
は
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
（
資
本
金
３
億

円
以
下
ま
た
は
従
業
員
数
３

０
０
人
以
下
の
中
小
事
業

者
）・
リ
ー
ス
事
業
者
︒
補

助
対
象
車
は
︑
低
炭
素
型
デ

ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
（
総
重

量
３
・
５
㌧
超
）
の
う
ち
︑

27
年
度
重
量
車
燃
費
基
準
＋

大
型
・
中
型
５
％
以
上
達
成

車
︑
小
型
10
％
以
上
達
成
車

で
︑
29
年
４
月
３
日
～
３
０

年
１
月
31
日
に
新
車
登
録
さ

れ
た
車
︒

　

補
助
額
は
︑
経
年
車
の
廃

車
を
伴
う
場
合
は
︑
標
準
的

燃
費
水
準
の
車
両
と
の
差
額

の
２
分
の
１
の
額
︒
廃
車
を

伴
わ
な
い
場
合
は
︑
同
差
額

の
３
分
の
１
の
額
と
な
る
︒

　

な
お
︑
使
用
過
程
車
の
廃

止
を
伴
う
申
請
に
つ
い
て
は
︑

当
該
廃
止
車
両
が
①
最
新
の

燃
費
基
準
か
ら
概
ね
10
％
以

上
燃
費
の
劣
る
車
両
②
平
成

29
年
４
月
３
日
～
30
年
１
月

31
日
に
廃
車
さ
れ
る
車
両
③

現
在
使
用
さ
れ
︑
ま
た
は
直

近
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
る
車

両
︱
︱
な
ど
の
廃
車
要
件
が

設
け
ら
れ
て
い
る
︒

　

申
請
受
付
期
間
は
29
年
６

月
12
日
㈪
～
30
年
１
月
31
日

㈬
︒
申
請
要
件
等
の
詳
細
は

Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照
の
こ
と
︒

事
業
承
継
補
助
の
公
募
開
始

経
営
革
新
に
２
０
０
万
円

　

中
小
企
業
庁
は
５
月
８

日
︑
中
小
企
業
を
対
象
と
し

た
﹁
事
業
承
継
補
助
金
﹂
の

公
募
を
開
始
し
た
︒

　

事
業
承
継
を
き
っ
か
け
に

し
て
︑
中
小
企
業
に
よ
る
経

営
革
新
や
事
業
転
換
へ
の
挑

戦
を
応
援
す
る
た
め
︑
従
来

の
﹁
第
二
創
業
補
助
金
﹂
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
も
の
だ
︒

　

①
地
域
経
済
に
貢
献
す
る

中
小
企
業
に
よ
る
︑
②
事
業

承
継
を
き
っ
か
け
と
し
た
︑

③
経
営
革
新
や
事
業
転
換
な

ど
の
新
し
い
取
り
組
み
を
支

援
す
る
補
助
金
で
︑
補
助
率

は
３
分
の
２
︑補
助
上
限
は
︑

経
営
革
新
を
行
う
場
合
が
２

０
０
万
円
︑
事
業
所
の
廃
止

や
既
存
事
業
の
廃
止
・
集
約

を
伴
う
場
合
が
５
０
０
万
円
︒

　

経
営
革
新
と
は
︑
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
転
換（
新
商
品
︑

新
分
野
へ
の
挑
戦
等
）
に
よ

る
市
場
創
出
︑
新
市
場
開
拓

な
ど
︒新
規
設
備
の
導
入（
製

造
ラ
イ
ン
の
Ｉ
Ｔ
化
︑
顧
客

管
理
シ
ス
テ
ム
刷
新
等
）
に

よ
る
生
産
性
向
上
な
ど
も
対

象
と
な
る
︒

総 務 省

行
す
る
予
定
︒

　

違
反
運
行
に
対
す
る
行
政

処
分
で
は
︑
緩
和
認
定
で
付

さ
れ
た
条
件
や
制
限
に
違
反

し
て
運
行
し
た
疑
い
が
あ
る

と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
︑

検
査
等
で
事
実
関
係
を
確
認

し
︑
違
反
内
容
に
応
じ
て
違

反
点
数
を
付
与
し
て
車
両
ご

と
の
合
計
点
数
に
よ
り
勧

告
︑
警
告
︑
認
定
の
取
り
消

し
を
行
う
︒

　

ま
た
︑
違
反
運
行
に
よ
り

死
亡
事
故
等
の
重
大
事
故
を

起
こ
し
た
場
合
に
は
︑
即
座

に
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
も

あ
り
得
る
︒

　

基
準
緩
和
認
定
の
有
効
期

有
効
期
間
最
長
４
年
に
延
長

基
準
緩
和
認
定
で
改
正
案
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待
機
児
童
の
解
消
が
望
ま
れ
る
︒

厚
生
労
働
省
の
資
料
に
よ
れ
ば
︑

昨
年
４
月
時
点
に
お
け
る
待
機
児

童
数
は
︑
全
国
で
２
万
３
５
５
３

人
だ
っ
た
︒
だ
が
︑
感
覚
的
に
は

潜
在
的
待
機
児
童
が
も
っ
と
多
い

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
︒
い

ず
れ
に
せ
よ
︑
待
機
児
童
を
な
く

す
た
め
の
諸
施
策
の
実
施
が
必
要

な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
こ
の
待
機
児
童
問

題
を
別
の
視
点
か
ら
観
る
と
ど
う

な
る
か
︒﹁
子
ど
も
を
預
け
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
働
き
た
い
﹂
と
い

う
若
い
母
親
が
︑
そ
れ
だ
け
多
く

い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
︒
子

育
て
真
っ
最
中
と
い
う
人
た
ち
は
︑

Ｉ
Ｔ
機
器
の
操
作
に
も
慣
れ
て
い

る
世
代
だ
︒
ま
た
こ
の
年
齢
層
は
︑

現
場
で
の
作
業
効
率
も
良
く
︑
一

般
的
に
生
産
性
が
高
い
︒
つ
ま
り
︑

子
ど
も
を
預
か
る
施
設
が
職
場
に

あ
れ
ば
︑
採
用
可
能
な

人
た
ち
が
拡
大
す
る
︒

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
︑

現
在
働
い
て
い
る
若
い

女
性
た
ち
が
︑
結
婚
後

も
安
心
し
て
働
き
続
け

ら
れ
る
条
件
を
整
え
る

こ
と
に
も
な
る
︒

　

い
く
ら
募
集
し
て
も

応
募
者
が
い
な
い
と
嘆

く
の
で
は
な
く
︑
雇
用
の
た
め

の
条
件
を
整
備
す
れ
ば
︑
社
員

満
足
度
も
向
上
し
応
募
対
象

者
も
拡
が
る
︒
こ
の
よ
う
に
経

営
者
は
︑
同
じ
も
の
ご
と
に
対

し
︑
一
般
人
と
し
て
だ
け
で
な

く
︑
別
の
見
方
も
で
き
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
︒

　

あ
る
事
業
者

が
︑
今
年
２
月

に
社
内
託
児
所

を
開
設
し
た
︒

昨
年
度
か
ら
創

設
さ
れ
た
︑﹁
企

業
主
導
型
保
育

事
業
﹂
の
補
助

制
度
を
活
用
し

た
社
内
託
児
所

で
あ
る
︒
取
材

し
た
の
は
託
児

所
を
開
設
し
て

か
ら
３
か
月
に

満
た
な
い
時
点

だ
っ
た
が
︑
従

業
員
募
集
に

﹁
保
育
も
セ
ッ
ト
で
応
募
し
て

き
た
人
が
す
で
に
３
人
﹂
も
い

る
と
い
う
︒
女
性
活
用
と
い
う

点
で
は
︑
さ
っ
そ
く
効
果
が
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
︒

　

同
社
で
は
現
在
︑
グ
ル
ー
プ

全
体
で
約
３
０
０
人
の
パ
ー
ト

の
女
性
た
ち
が
働
い
て
い
る
︒
さ

ら
に
今
後
は
︑﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
と

し
て
も
積
極
的
に
女
性
を
採
用
し

て
い
く
方
針
﹂
だ
︒
女
性
が
増
え

る
と
︑
職
場
の
雰
囲
気
や
企
業
イ

メ
ー
ジ
も
一
新
さ
れ
る
と
い
う
期

待
も
あ
る
︒

　

企
業
主
導
型
保
育
事
業
は
内

閣
府
の
直
轄
で
（
申
請
な
ど
は
公

益
財
団
法
人
児
童
育
成
協
会
）︑

施
設
整
備
に
必
要
な
費
用
の
４
分

の
３
を
国
が
補
助
し
て
く
れ
る
︒

固
定
資
産
税
の
優
遇
措
置
も
あ

る
︒
ま
た
︑
認
可
保
育
園
と
違
っ

て
様
々
な
制
約
が
少
な
い
︒
そ
の

た
め
︑
本
来
の
保
育
に
専
念
で
き

る
と
い
う
理
由
か
ら
︑
保
育
士
の

採
用
に
は
困
ら
な
か
っ
た
と
い
う
︒

同
社
で
は
各
事
業
所
で
順
次
︑
開

設
し
て
い
く
計
画
だ
︒

　

最
近
は
企
業
内
保
育
所
を
開

設
す
る
事
業
者
が
増
え
つ
つ
あ

る
︒
こ
の
よ
う
な
中
︑
企
業
主
導

型
保
育
事
業
は
︑
一
般
企
業
が
託

児
所
を
開
設
・
運
営
し
や
す
い
よ

う
に
し
て
あ
り
︑
要
件
を
満
た
せ

ば
中
小
事
業
者
で
も
開
設
が
可

能
だ
︒
ま
た
︑
地
域
枠
も
あ
っ
て
︑

従
業
員
以
外
の
子
ど
も
も
定
員
の

50
％
以
内
の
受
け
入
れ
が
認
め
ら

れ
て
い
る
た
め
︑
地
域
へ
の
貢
献

に
も
な
る
︒

第
186
回

待機児童問題を別の視点から観る

『
ト
ラ
ッ
ク
業
界
の
人
材
確
保
及
び
育
成
に
つ
い
て
』

　

栄
運
輸
㈱
は
︑
食
品
や
自

動
車
部
品
︑
建
機
な
ど
の
輸

送
を
手
が
け
て
い
る
運
送
会

社
で
あ
る
︒
輸
送
範
囲
は
関

東
圏
内
で
︑
全
て
日
帰
り
運

行
と
な
っ
て
い
る
︒

　

さ
て
︑
同
社
が
健
康
職
場

づ
く
り
に
取
り
組
み
始
め
た

の
は
︑
３
年
前
ま
で
車
両
事

故
が
多
発
し
て
い
た
こ
と
が

大
き
な
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
︒
当
時
は
︑
事
故

が
発
生
す
る
と
篠
原
社
長
が

事
故
を
惹
起
し
た
ド
ラ
イ
バ

ー
を
呼
び
︑
叱
っ
て
改
善
を

促
し
て
い
た
︒
叱
っ
て
か
ら

１
～
２
か
月
程
度
事
故
は
な

く
な
る
も
の
の
︑
そ
の
後
時

間
が
経
つ
と
ま
た
事
故
が
起

き
て
し
ま
う
と
い
う
状
況
だ

っ
た
︒

　

篠
原
社
長
は
こ
う
し
た
状

況
を
打
破
す
べ
く
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て

独
自
の
﹁
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
フ
ァ

イ
ル
﹂
を
作
成
し
た
︒
フ
ァ

イ
ル
に
は
︑
会
社
の
理
念
と

な
る
よ
う
な
文
章
を
篠
原
社

長
が
書
い
た
︒
例
え
ば
︑

﹁
知ち

こ
う
ご
う
い
つ

行
合
一
﹂
と
い
う
言
葉

を
取
り
上
げ
︑﹁
頭
で
分
か
っ

た
こ
と
は
︑
本
当
に
理
解
し

て
い
る
と
は
限
ら
な
い
︒
実

践
を
伴
っ
て
初
め
て
理
解
で

き
る
の
で
あ
る
﹂
と
ド
ラ
イ

バ
ー
を
諭
し
︑
安
全
教
育
で

学
ん
だ
こ
と
を
実
践
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
訴
え
た
︒
ド

ラ
イ
バ
ー
は
フ
ァ
イ
ル
を
読

ん
だ
ら
署
名
し
︑
社
長
に
返

却
す
る
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
の
意

識
を
変
え
る
べ
く
︑
フ
ァ
イ

ル
を
通
じ
て
安
全
へ
の
思
い

を
伝
え
て
い
っ
た
が
︑
時
間

が
経
つ
と
ド
ラ
イ
バ
ー
は
そ

の
内
容
を
忘
れ
て
し
ま
い
︑

結
局
事
故
の
撲
滅
に
は
繋
が

ら
な
か
っ
た
と
い
う
︒

　

そ
こ
で
篠
原
社
長
は
︑
事

故
防
止
へ
の
新
た
な
取
り
組

み
に
着
手
し
た
︒

　
﹁
フ
ァ
イ
ル
を
使
っ
た
伝
達

で
は
一
方
通
行
に
な
っ
て
し
ま

い
︑
伝
え
た
い
内
容
を
ド
ラ

イ
バ
ー
に
浸
透
さ
せ
る
の
が

困
難
で
し
た
︒﹃
人
間
は
忘

れ
る
動
物
で
あ
る
﹄
こ
と
を

前
提
に
︑
い
か
に
ド
ラ
イ
バ

ー
に
安
全
に
つ
い
て
考
え
て

も
ら
う
か
︑
そ
し
て
考
え
さ

せ
る
時
間
を
作
る
か
が
カ
ギ

で
し
た
︒
た
だ
伝
え
る
だ
け

で
は
な
く
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
自

身
が
自
発
的
に
考
え
︑
主
体

的
に
行
動
し
て
い
く
よ
う
に

す
る
必
要
が
あ
る
と
痛
感
し

ま
し
た
﹂（
篠
原
社
長
）

　

同
社
で
は
﹁
品
質
は
環
境

か
ら
﹂
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲

げ
︑
社
内
環
境
の
整
備
に
踏

み
切
っ
た
︒
ま
ず
︑
中
間
管

理
職
が
中
心
と
な
り
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
を
①
交
通
災
害
防
止

担
当
②
荷
役
災
害
防
止
担
当

③
環
境
美
化
担
当
④
５
Ｓ

（
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・
清

潔
・
躾し

つ
け

）
担
当
︱
︱
に
割
り

振
り
︑
社
内
環
境
改
善
に
向

け
て
何
を
行
う
か
を
担
当
者

に
そ
れ
ぞ
れ
考
え
さ
せ
た
︒

当
初
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
は
戸

惑
っ
た
も
の
の
︑
数
か
月
も

経
つ
と
そ
れ
ぞ
れ
が
自
覚
を

持
ち
始
め
て
積
極
的
に
議
論

を
行
い
︑
改
善
に
向
け
て
そ

れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
っ
た
と
い
う
︒
交
通
災

害
防
止
担
当
や
荷
役
災
害
防

止
担
当
は
﹁
ど
う
し
た
ら
安

全
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
か
﹂

を
話
し
合
い
︑
環
境
美
化
担

当
は
お
よ
そ
２
０
０
０
坪
あ

る
敷
地
の
構
内
清
掃
に
取
り

組
む
よ
う
に
な
り
︑
５
Ｓ
担

当
は
整
備
工
場
内
の
工
具
備

品
設
置
場
所
を
明
確
化
し
︑

ど
の
工
具
が
ど
の
場
所
に
あ

る
の
か
が
誰
で
も
分
か
る
よ

う
に
し
た
︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
自
身
が
考

え
︑
主
体
的
に
行
動
す
る
こ

と
で
︑
同
社
の
社
内
環
境
は

飛
躍
的
に
改
善
さ
れ
た
︒
そ

れ
と
と
も
に
輸
送
品
質
も
向

上
︒
現
在
で
は
事
故
発
生
件

数
は
大
幅
に
減
少
し
て
お

り
︑
自
動
車
保
険
料
は
︑
全

車
フ
リ
ー
ト
契
約
で
69
％
ま

で
達
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
当
初
は
担
当
者
の

取
り
組
み
を
中
間
管
理
職
が

チ
ェ
ッ
ク
し
て
管
理
を
行
っ
て

い
た
が
︑
現
在
で
は
チ
ェ
ッ
ク

機
能
を
各
担
当
部
署
に
も
た

せ
て
い
る
︒
こ
れ
に
よ
り
︑

自
主
的
に
社
内
環
境
を
改
善

し
︑
輸
送
品
質
を
向
上
さ
せ

て
い
く
体
制
が
確
立
さ
れ
た

の
で
あ
る
︒

　

社
内
環
境
の
整
備
が
進
み
︑

﹁
働
き
や
す
い
職
場
﹂
へ
の

改
善
を
推
進
し
て
き
た
同

社
︒
健
康
職
場
づ
く
り
に
舵

を
切
っ
た
の
は
平
成
28
年
11

月
の
こ
と
で
あ
る
︒

　

原
隆
臣
営
業
主
任
が
厚
生

労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
て
い
た
と
こ
ろ
︑﹁
安
全
衛

生
優
良
企
業
認
定
﹂
と
い
う

も
の
が
あ
る
の
を
知
っ
た
︒

こ
れ
は
︑
27
年
か
ら
厚
労
省

が
行
っ
て
い
る
認
定
制
度
で
︑

労
働
者
の
安
全
や
健
康
を
確

保
す
る
た
め
の
対
策
に
積
極

的
に
取
り
組
み
︑
高
い
安
全

衛
生
水
準
を
維
持
・
改
善
し

て
い
る
企
業
を
厚
労
省
が
認

定
す
る
も
の
︒
同
認
定
を
取

得
す
る
こ
と
で
︑
取
引
先
や

求
職
者
な
ど
に
﹁
安
全
・
健

康
へ
の
取
り
組
み
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
る
事
業
者
﹂
で

あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
︑

求
職
者
に
と
っ
て
は
職
場
選

び
の
際
の
重
要
な
決
め
手
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
︒

　

原
営
業
主
任
は
︑
篠
原
社

長
に
同
認
定
の
取
得
を
提

案
︒
篠
原
社
長
は
︑﹁
安
全

輸
送
を
続
け
て
い
く
に
は
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
が
心
身
と
も
に

健
康
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
﹂
と
感
じ
︑
認
定
取
得

に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
こ
と
を
決
め
た
︒

　

労
働
災
害
の
防
止
や
従
業

員
の
健
康
確
保
対
策
は
︑
働

く
全
て
の
人
や
そ
の
家
族
に

と
っ
て
大
切
な
こ
と
で
あ
る
︒

一
方
で
︑
こ
れ
ま
で
こ
う
し

た
こ
と
に
積
極
的
に
取
り
組

む
企
業
の
認
知
度
は
決
し
て

高
く
な
く
︑
取
り
組
み
事
例

が
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
も

多
く
は
な
か
っ
た
た
め
︑﹁
健

康
職
場
づ
く
り
を
進
め
︑
認

定
を
取
得
し
よ
う
﹂
と
考
え

て
も
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に

対
策
を
進
め
て
い
け
ば
い
い

の
か
が
分
か
ら
な
い
事
業
者

も
少
な
く
は
な
い
︒
ち
な
み

に
︑
同
認
定
に
お
け
る
認
定

基
準
の
概
要
は
表
の
通
り
で

あ
る
︒

　

同
社
で
は
︑
ま
ず
全
国
健

康
保
険
協
会（
協
会
け
ん
ぽ
）

群
馬
支
部
に
︑
ど
の
よ
う
に

取
り
組
み
を
進
め
て
い
け
ば

い
い
の
か
を
相
談
し
た
︒
協

会
け
ん
ぽ
群
馬
支
部
で
は
︑

28
年
か
ら
﹁
生
き
活
き
健
康

事
業
所
宣
言
﹂
を
行
っ
て
い

た
︒
こ
れ
は
︑
登
録
事
業
所

の
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト

し
︑
健
康
経
営
を
推
進
す
る

た
め
の
事
業
で
あ
る
︒
同
社

で
は
︑
協
会
け
ん
ぽ
群
馬
支

部
に
宣
言
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
を
提
出
︒
28
年
12
月
に
健

康
事
業
所
と
し
て
登
録
さ
れ

た
︒

　

登
録
に
合
わ
せ
て
︑
同
社

で
は
協
会
け
ん
ぽ
群
馬
支
部

か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
な

が
ら﹁
健
康
保
持
増
進
計
画
﹂

を
策
定
し
た
︵
図
︶︒
同
社

内
に
︑安
全
衛
生
推
進
者（
篠

原
社
長
）・
健
康
保
持
推
進

担
当
（
正
田
裕
也
業
務
課

長
）・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

推
進
担
当
（
原
営
業
主
任
）

を
配
置
︒﹁
健
康
づ
く
り
計

画
﹂
と
﹁
心
の
健
康
づ
く
り

計
画
﹂
を
策
定
し
︑
心
身
両

面
で
健
康
管
理
を
行
い
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
の
健
康
保
持
・
増

進
を
図
っ
て
い
く
体
制
を
整

え
た
︒
な
お
︑
計
画
策
定
に

当
た
っ
て
は
︑同
社
の
取
引
先

（
製
造
業
）
で
策
定
し
て
い

た
も
の
を
ヒ
ン
ト
に
︑
協
会

け
ん
ぽ
群
馬
支
部
か
ら
の
助

言
も
踏
ま
え
な
が
ら
自
社
に

合
う
よ
う
な
形
で
立
案
・
作

成
し
た
と
い
う
︒

　

協
会
け
ん
ぽ
群
馬
支
部
で

は
︑
同
社
本
社
の
近
く
に
あ

る
医
療
法
人
石
井
会
石
井
病

院
に
健
康
診
断
の
デ
ー
タ
管

理
や
健
康
指
導
（
計
画
・
実

施
）
を
委
託
し
て
い
る
︒
こ

れ
に
よ
り
︑
同
社
と
協
会
け

ん
ぽ
︑
病
院
と
の
連
携
体
制

が
確
立
さ
れ
た
︒
群
馬
県
内

で
は
事
業
者
数
が
多
い
一
方

で
︑
従
業
員
に
対
し
て
健
康

指
導
を
実
施
す
る
協
会
け
ん

ぽ
群
馬
支
部
の
保
健
師
の
数

が
不
足
し
て
い
る
現
状
が
あ

る
と
い
う
︒
同
病
院
で
健
康

診
断
を
実
施
す
る
と
と
も

に
︑
健
康
診
断
で
得
た
デ
ー

タ
を
基
に
同
病
院
で
健
康
指

導
を
行
う
よ
う
に
し
た
こ
と

で
︑
従
業
員
の
健
康
状
態
の

把
握
や
健
康
指
導
が
よ
り
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
な

っ
た
︒

　

労
働
安
全
衛
生
対
策
に
関

す
る
体
制
や
取
り
組
み
内
容

を
固
め
て
も
︑
そ
れ
を
ド
ラ

イ
バ
ー
全
員
に
共
有
さ
せ
な

け
れ
ば
有
効
的
に
機
能
し
な

い
︒
そ
こ
で
︑
同
社
で
は
ド

ラ
イ
バ
ー
が
待
機
す
る
部
屋

の
壁
面
に
︑﹁
健
康
保
持
増

進
計
画
﹂
や
﹁
健
康
づ
く
り

計
画
﹂︑﹁
心
の
健
康
づ
く
り

計
画
﹂
な
ど
を
貼
り
出
し
︑

　
﹁
安
全
衛
生
優
良
企
業
認

定
﹂
取
得
を
視
野
に
入
れ
︑

健
康
職
場
づ
く
り
に
取
り
組

み
始
め
た
同
社
︒
同
社
に
お

け
る
日
々
の
具
体
的
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
︒

　

近
年
︑
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク

に
よ
る
交
通
事
故
が
減
少
傾

向
に
あ
る
一
方
で
︑
脳
・
心

臓
疾
患
や
体
調
不
良
に
伴
う

ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
起
因
事

故
が
増
加
傾
向
に
あ
る
︒
こ

う
し
た
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

は
︑
日
頃
か
ら
の
健
康
管
理

を
適
切
に
行
う
必
要
が
あ
る
︒

　

同
社
で
は
︑
始
業
前
に
体

操
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
︒

ま
た
︑
社
内
に
は
卓
球
台
を

設
け
て
お
り
︑
休
憩
時
間
等

に
卓
球
で
汗
を
流
す
ド
ラ
イ

バ
ー
も
少
な
く
な
い
︒
運
動

を
習
慣
付
け
さ
せ
る
こ
と
で
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
生
活
習
慣
病

防
止
に
繋
げ
て
い
る
︒
今
年

３
月
に
は
︑
群
馬
県
保
健
予

防
課
の
担
当
者
を
招
き
︑
生

活
習
慣
病
の
予
防
や
食
生
活

の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
学

ぶ
セ
ミ
ナ
ー
を
自
社
内
で
開

催
し
て
い
る
︒

　

一
方
︑
同
社
で
は
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
対
策
も
加
速
さ
せ

て
い
る
︒
日
々
前
向
き
に
仕

事
に
取
り
組
む
こ
と
で
︑
心

身
と
も
に
健
全
な
状
態
を
保

つ
こ
と
が
可
能
と
な
る
︒﹁
病

は
気
か
ら
﹂
と
い
う
言
葉
が

あ
る
よ
う
に
︑
気
分
が
落
ち

込
ん
だ
り
︑
塞
ぎ
込
ん
で
い

同
社
に
お
け
る
労
働
安
全
衛

生
対
策
を﹁
見
え
る
化
﹂し
た
︒

﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
が
身
体
や
心

に
不
調
を
感
じ
た
際
に
は
ど

こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
の

か
﹂︑
ま
た
﹁
健
康
を
保
持

・
増
進
し
て
い
く
た
め
に
は

日
頃
か
ら
ど
う
い
っ
た
点
に

気
を
付
け
て
生
活
す
れ
ば
い

い
の
か
﹂
な
ど
︑
健
康
に
関

す
る
悩
み
や
疑
問
を
解
決
で

き
る
よ
う
な
形
で
掲
示
し
た

こ
と
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健

康
へ
の
意
識
も
高
ま
っ
た
そ

う
だ
︒

る
状
態
で
は
︑体
調
が
崩
れ
︑

病
気
に
な
り
や
す
く
な
る
︒

今
年
３
月
に
は
︑
正
田
業
務

課
長
と
原
営
業
主
任
が
﹁
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
検
定
試
験
﹂
を
受
験
︒
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
関
す

る
知
識
や
対
処
方
法
を
習
得

し
︑
社
内
に
お
け
る
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
対
応
力
を
強
化
し

た
︒
ま
た
︑
地
元
の
メ
ン
タ

ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
連
携
し
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
ケ
ア
体
制

も
確
保
し
て
い
る
︒

　

さ
ら
に
︑昨
年
12
月
に
は
︑

厚
労
省
委
託
事
業
の
﹁
が
ん

対
策
推
進
企
業
ア
ク
シ
ョ
ン
﹂

推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
し

て
登
録
さ
れ
た
︒
我
が
国
の

が
ん
患
者
数
は
全
国
で
約
32

万
人
い
る
と
さ
れ
て
お
り
︑

そ
の
う
ち
の
３
分
の
１
は
仕

事
を
し
な
が
ら
が
ん
の
治
療

を
行
っ
て
い
る
労
働
者
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
※
︒今
後
︑

﹁
女
性
の
社
会
進
出
﹂と﹁
定

年
延
長
﹂が
進
む
に
つ
い
て
︑

会
社
で
働
き
な
が
ら
が
ん
の

治
療
を
続
け
る
人
が
増
え
る

と
予
測
さ
れ
て
い
る
︒
同
パ

ー
ト
ナ
ー
企
業
は
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
や
そ
の
家
族
に
対
し
て

が
ん
に
関
す
る
正
し
い
知
識

を
伝
え
る
と
と
も
に
︑
が
ん

検
診
受
診
を
促
進
す
る
役
割

を
担
っ
て
い
る
︒
同
社
で
も

こ
の
４
月
以
降
︑
従
業
員
向

け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布

す
る
な
ど
︑
が
ん
の
早
期
発

見
・
治
療
へ
の
啓
発
を
始
め

て
い
る
︒

※
出
典
＝
厚
労
省
﹁
が
ん
対

策
推
進
企
業
ア
ク
シ
ョ
ン
﹂

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

状
態
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し

た
が
︑
協
会
け
ん
ぽ
群
馬
支

部
や
石
井
病
院
な
ど
の
ご
協

力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め

て
き
ま
し
た
︒﹃
安
全
衛
生

優
良
企
業
認
定
﹄
に
つ
い
て

は
︑
必
ず
し
も
認
証
取
得
そ

の
も
の
が
目
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
︑
こ
れ
ま
で
の
活
動

が
評
価
さ
れ
る
こ
と
で
ド
ラ

イ
バ
ー
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア

ッ
プ
に
も
繋
が
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
︒
当
社
と
し
て
は
︑

来
年
の
認
証
獲
得
を
目
指
し

て
︑
労
働
安
全
衛
生
対
策
を

一
層
推
し
進
め
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
﹂（
同
）

︵
取
材
協
力
︶
栄
運
輸
㈱　

篠

原
利
行
代
表
取
締
役
社
長
︑
原

　

隆
臣
営
業
主
任

　

と
こ
ろ
で
︑
表
で
概
要
を

示
し
て
い
る
が
︑﹁
安
全
衛

生
優
良
企
業
認
定
﹂
を
取
得

す
る
た
め
に
は
︑
過
去
３
年

間
労
働
安
全
衛
生
関
連
の
重

大
な
法
違
反
が
な
い
な
ど
の

基
本
事
項
に
加
え
︑
労
働
者

の
健
康
保
持
増
進
対
策
︑
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
︑
過
重

労
働
対
策
︑安
全
管
理
な
ど
︑

幅
広
い
分
野
で
積
極
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
︒
同
社

で
は
認
定
取
得
を
視
野
に
入

れ
て
様
々
な
取
り
組
み
を
推

進
し
て
き
て
お
り
︑
認
定
基

準
を
ほ
ぼ
満
た
し
て
い
る
も

の
の
︑
３
年
前
に
発
生
し
た

労
災
事
故
が
尾
を
引
き
︑
残

念
な
が
ら
今
年
度
の
認
定
は

逃
し
て
い
る
︒

　

一
方
で
︑
同
社
に
お
け
る

健
康
職
場
づ
く
り
に
関
す
る

取
り
組
み
は
徐
々
に
実
を
結

び
つ
つ
あ
る
︒
今
年
３
月
に

行
っ
た
健
康
診
断
で
は
︑
検

査
値
が
改
善
し
た
ド
ラ
イ
バ

ー
が
多
く
み
ら
れ
た
そ
う
だ
︒

　
﹁
当
社
に
お
け
る
健
康
職

場
づ
く
り
は
ま
さ
に
手
探
り

　

従
業
員
が
健
康
に
働
く
こ
と
の
で

き
る
職
場
づ
く
り
は
︑
会
社
の
事
業

を
継
続
さ
せ
て
い
く
た
め
の
最
も
重

要
な
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と

い
え
ま
す
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
労
働

者
の
健
康
を
巡
る
状
況
を
み
る
と
︑

近
年
︑
我
が
国
に
お
い
て
過
労
死
等

が
多
発
し
て
大
き
な
社
会
問
題
に
な

っ
て
い
る
な
ど
︑
職
場
に
お
け
る
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
や
過
重
労
働
に

よ
る
健
康
障
害
防
止
対
策
は
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

　

そ
こ
で
︑
本
企
画
で
は
﹁
健
康
職

場
づ
く
り
﹂
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
運
送
事
業
者
の
事
例
な
ど
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
︒
今
回
は
︑
群

馬
県
伊
勢
崎
市
の
栄
運
輸
株
式
会
社

（
篠
原
利
行
代
表
取
締
役
社
長
）
に

お
け
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
︒

第
２
回　

栄
運
輸
株
式
会
社（
群
馬
県
伊
勢
崎
市
）

❖
ド
ラ
イ
バ
ー
自
身
が
考
え
行
動

社
内
環
境
改
善
に
よ
り
輸
送
品
質
が
向
上

❖
協
会
け
ん
ぽ
・
病
院
と
連
携
し
健
康
指
導
を
迅
速
化

「
見
え
る
化
」
に
よ
り
健
康
へ
の
意
識
向
上

❖
毎
日
の
運
動
に
よ
り
生
活
習
慣
病
を
予
防

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
も
加
速

❖
ド
ラ
イ
バ
ー
の
検
査
値
が
改
善
傾
向
に

来
年
の
認
証
獲
得
目
指
し
対
策
を
推
進

栄運輸株式会社
会社所在地� 群馬県伊勢崎市三和町 2529
資本金� 1,400 万円
設　立� 平成元年 4月1日
従業員数� 34 人（うちドライバー29 人）
車両数� 30 台

ドライバーを４グループに割り振り社内環境改善に取り組む担当者会議

壁面に「健康保持増進計画」などを貼り出し推
進体制を「見える化」している

健康指導に関しては協会けんぽ、病院との連携
体制が確立された

篠原　利行
代表取締役社長

原　隆臣
営業主任

コ
ン
セ
プ
ト
は「
品
質
は
環
境
か
ら
」　

「
安
全
衛
生
優
良
企
業
認
定
」
取
得
視
野
に
健
康
対
策
を
充
実
化

「健康職場づくり」
  事 業 者 訪 問

表　安全衛生優良企業 認定基準の概要

出典：厚労省パンフレット

図　健康保持増進計画

いきいきと働くことのできるトラック運送業界を目指して
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★４トン部門優勝★
（内閣総理大臣賞受賞）

★女性部門優勝★ ★トレーラ部門優勝★

★１１トン部門優勝★

★国土交通大臣賞受賞★
（11 トン部門）

神奈川県代表
㈱日立物流南関東

神奈川輸送営業所

神奈川県代表
中央エース物流㈱

厚木営業所

愛知県代表
日本通運㈱ 中京コンテナ支店

名古屋コンテナセンター

岡山県代表
日本通運㈱ 倉敷支店

東鐡事業所

愛知県代表
カリツー㈱ 刈谷北営業所

井
いのうえ

上　誠
まこと

さん

松
まつもと

本 恭
や す こ

子
さん

石
いしがみ

神 孝
たかのぶ

信
さん

平
ひらおか

岡 誠
せ い じ

次
さん

松
ま つ い

井 謙
のりあき

顕
さん

平成29年度都道府県トラック協会
トラックドライバー・コンテスト日程
都道府県 学　科 運　転 点　検
北海道 6月24日（土） 6月24日（土）
青森県 7月15日（土） 7月15日（土） 7月15日（土）
岩手県 7月 1日（土） 7月29日（土） 7月29日（土）
宮城県 7月22日（土）
秋田県 7月22日（土）
山形県 7月15日（土）
福島県 7月25日（火） 7月25日（火）
茨城県 7月 1日（土） 7月 1日（土） 7月 1日（土）
栃木県 5月21日（日） 5月21日（日） 5月21日（日）
群馬県 7月 2日（日） 7月 2日（日） 7月 2日（日）
埼玉県 7月23日（日）
千葉県 6月23日（金） 7月 1日（土） 7月 1日（土）
東京都 7月 8日（土） 7月18日（火）  トレーラ      

7月30日（日） 一般・女性

神奈川県 7月22日（土）
山梨県 6月24日（土）
新潟県 7月 1日（土） 7月 1日（土） 7月 1日（土）
長野県 7月 2日（日） 7月 2日（日） 7月 2日（日）
富山県 6月17日（土） 6月17日（土） 6月17日（土）
石川県 7月15日（土） 7月15日（土） 7月15日（土）
福井県 7月29日（土） 7月29日（土） 7月29日（土）
岐阜県 9月 3日（日） 9月 3日（日） 9月 3日（日）
静岡県 7月 1日（土） 7月 1日（土）
愛知県 9月 2日（土） 9月 3日（日） 9月 2日（土）
三重県 6月17日（土） 6月17日（土）
滋賀県 5月20日（土） 5月20日（土） 5月20日（土）
京都府 6月25日（日） 6月25日（日） 6月25日（日）
大阪府 7月 8日（土） 7月 8日（土） 7月 8日（土）
兵庫県 7月22日（土） 7月22日（土） 7月22日（土）
奈良県 8月16日（水）
和歌山県 7月 1日（土） 7月 1日（土）
鳥取県 7月 1日（土） 7月 1日（土） 7月 1日（土）
島根県 実施せず
岡山県 8月24日（木） 8月24日（木） 8月24日（木）
広島県 6月18日（日） 6月18日（日） 6月18日（日）
山口県 8月 4日（金）
徳島県 7月 1日（土）
香川県 7月15日（土） 7月15日（土） 7月15日（土）
愛媛県 7月 1日（土） 7月 1日（土）
高知県 6月 3日（土） 6月 3日（土）
福岡県 7月16日（日） 7月16日（日） 7月16日（日）
佐賀県 8月19日（土） 8月19日（土） 8月19日（土）
長崎県 7月 9日（日）
熊本県 7月 9日（日） 7月 9日（日） 7月 9日（日）
大分県 7月22日（土） 7月22日（土）
宮崎県 7月 1日（土） 7月 1日（土） 7月 1日（土）
鹿児島県 7月 9日（日）
沖縄県 6月15日（木） 7月23日（日） 7月23日（日）

※平成29年5月12日現在。詳細については各都道府県トラック協会にお問い合わせください。

　首相官邸と国土交通省を表敬訪問するという大変貴重な経験
をさせていただき、恐縮と感謝の気持ちでいっぱいです。
　大会中は、異常な緊張感がありましたが、初日に前進スラロー
ムでミスをして以降、気持ちが切り替わり、一転して何事にも平
常心を保つことができ、競技が楽しくなっていくという、今まで
経験したことがない不思議な感覚を味わいました。
　以前は、「自分だけは絶対に事故を起こさないように」という
思いで仕事をしていましたが、今は「ともに仕事をしている仲間
に、いかに安全に対して向き合ってもらえるか」ということを考え
るようになりました。今後は、練習や大会で培った知識・技術・
心をさらに向上させ、安全に対する意識をより高めていきたいで
す。

　まさか私が安倍総理にお会いし、握手ができるなんて思っても
みませんでした。総理の微笑みは、一生忘れません。
　大会に臨むにあたっては、娘にも協力してもらいながら、ひた
すら学科対策をしました。今まで生きてきた中で、一番勉強した
といっても過言ではありません。
　結果に関しては、今でもまだ信じられないところがあるのです
が、最後まで諦めなければ道は開けると思えましたし、安全に対
する意識がさらに高まりました。以前は、苦手なことから逃げて
しまいがちだったのですが、今回のことで「やればできる」とい
うことが分かりました。今後はいろいろなことに挑戦し、さらに
勉強を重ねながら、交通事故がゼロになるようなお手伝いがで
きればと思います。

　出場にあたり、学科については毎日少しずつでも必ず勉強
し、運転・点検については日頃の業務で常に意識をして、何で
もコンテストに結び付けて行いました。メンタルの強化も重要
だと思い、いろいろな本も読んで大会に臨みました。
　大会を振り返ると、正直いまだに悔いは残っています。でも、
本当に楽しかったです。規定によりもう出場はできませんが、
もう一度出場してみたいと思うほど素晴らしい大会でした。
　この大会を通して、「小さな努力は絶対に報われる」と思い
ました。これからこの大会に参加する人たちには、「絶対に自
分が一番になる」という信念をもって取り組んでほしいです。
勝つことができた時には、想像もつかないほどの喜び・感動
があると思います。

　安倍総理にお会いすることができ、「トラックドライバー・コン
テストに挑戦してよかった！」と大変名誉に感じています。
　ドラコンでは、高い運転技術も必要とされますが、「普段通り
に運転すること」が必要です。大会だから特別なことをするので
はなく、確認すべきところで確実に確認をして、法令に沿った、
安全な運行を行うことの重要性を痛感しました。
　大会で一番大事なことは、順位ではないと思います。私は運
転競技で2回ミスをしました。大会では減点ですが、普段の運転
では事故に繋がる可能性もあるミスで、心技体がまだ不十分だっ
たと思います。そうした点を踏まえ、大会後は、自ら模範・手本
となるよう意識をもつようになりました。私の夢は「生涯無事故」
です。

　表敬訪問では、石井大臣から気さくに話しかけていただきまし
たが、緊張しっぱなしで、きちんと質問に答えられたかどうか覚
えがありません。今回の受賞を特に喜んでくれたのが息子で、盾
とカップを嬉しそうに眺めている姿を見て、父親として感慨深い
ものがありました。
　大会はとても大変で緊張もしましたが、終わってみると「また
あの場に立ちたい」と思いました。全国各地の代表の方と親睦
を深めることは、なかなかできる経験ではありません。出場を目
指す方たちに伝えたいのは、「一番大切なのは基本だ」というこ
とです。大会の競技対策では、課題走行の練習に重きを置きが
ちになりますが、基本に忠実な運転を心がけ、できる限りの努力
をして大会に臨んでいただきたいです。

国土交通大臣賞＝中小企業の出場者のう
ち、全部門を通じて総合得点第１位の者

　4月20日、「第48回全国トラックドライバー・コンテスト」
（平成28年10月22日・23日開催）の各部門優勝者は、内
閣総理大臣官邸に安倍晋三内閣総理大臣を表敬訪問した。
また、官邸への表敬訪問に続き、国土交通省へ石井啓一国
土交通大臣を表敬訪問。中小企業の出場者のうち、全部門
を通じて総合得点第１位を獲得した選手に贈られる「国土交
通大臣賞」受賞者も同行した。
　『広報とらっく』では、表敬訪問に出席した選手たちにア
ンケートを行い、コメントをいただいた。今号では、表敬訪
問やコンテストを振り返っての感想やコンテスト後の変化、
今後の目標のほか、今年の第49回全国大会に向けて5月中
旬から各地区大会がスタートするのを前に、出場を目指す選
手たちへのメッセージなどを紹介する。
　なお、「第49回全国トラックドライバー・コンテスト」の実
施要項は6月5日号に掲載する予定です。

「第49回 全国トラックドライバー・コンテスト」に向け地区大会スタートへ

 目指せ！日本一のトラックドライバー
第48回大会各部門優勝者
からのメッセージ
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3中継輸送の枠組みを決める
◇どこを起点？ 内回り、それとも外回り？

　中継幹線の運行には、次の２つの考え方（図３）があります。
内回り：中継拠点を起点として中継幹線を運行
外回り：積み地を起点として中継幹線を運行

　外回りは、中継拠点で両方の中継幹線が落ち合う考え方です。
　この場合、万が一、何らかの事情で相手のトラック事業者の中継幹線の運
行が遅れた場合、遅れた幹線が中継拠点に到着するまで、自分自身も待機し
なければならないこととなります。
　内回りは、トラクタ・トレーラ方式の場合に、シャーシプールとして中継
拠点を活用する場合に適用できる考え方です。この場合、中継拠点の営業所
に所属するドライバーを確保しておく必要があります。

◇中継拠点はどこにする？
　中継拠点をどこにするかによって、中継幹線の運行は大きく左右されます。

【立　地】
　次の２つの考え方があります。
①距離の中間を考える
②運行時間の中間を考える
　②の運行時間の中間とは、例えば東北⇔関東間で中継幹線を運行する場
合、距離の中間点に中継拠点を設けたとしても、雪道を運行する東北発の
中継幹線と、雪のない道を運行する関東発幹線では、中継拠点到着までの
所要時間が大きく異なることがあります。

【設　備】
　今、女性ドライバーの活躍に注目が集まっています。
　女性用トイレ、あるいはシャワー等の休憩施設など、拠点設備も中継拠
点を決定する重要な要因です。

　中継拠点として、駐車スペースのあるガソリンスタントやトラックステ
ーション等、様々な候補が考えられます。ただし駐車場の混み合う時間等、
それぞれ場所の事情を考え、十分な話し合いが必要です。

◇大まかに運行図を作ってみる
　ここまで決まった段階で、一度、大まかな運行図（図４）を作ってみまし
ょう。
　以降、相手のトラック事業者と詳細の検討をするにあたって、活用するこ
とができます。

4-❶運用の詳細を決める
　さていよいよ、詳細の検討です。
　相手のトラック事業者や中継拠点の担当者と十分な打ち合わせが必要となります。

◇運行タイムスケジュールを決める
　中継輸送を実施時の運行タイムスケジュールを決めましょう。
　運行タイムスケジュールを決めるためには様々なポイントがあります。

❖遵法性
　ドライバーの拘束時間や連続運転時間等の基準を守ることは当然必要で
す。
［国土交通省 自動車総合安全情報］

https://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/03safety/personnelmanagement.html

❖ドライバーが中継拠点で交替する時にやっておくこと
　中継拠点でのドライバー交替には、伝票やキーの交換等が必要です。
それ以外にも次の時間を見込んでおきましょう。

※相手のドライバーからトラックの操作説明を受ける
　初めて運転する場合には、車載端末の操作方法等、相手のドライ
バーから車両操作説明を受ける時間が必要です。

※車両点検をする
　車体に傷がないか等、車両点検をする時間が必要です。

❖発荷主／着荷主との十分な打ち合わせ
　中継輸送は、中継拠点でドライバーが落ち合うタイミングが合致する
ことが望ましいです。
　しかしそのため、発荷主での積込時間や着荷主での荷卸時間を変更し
てもらわなければならないこともあります。
　発荷主／着荷主と十分な話し合いをしましょう。

◇ドライバーの荷役作業の有無を検討する
　まずは発荷主／着荷主での荷役作業の契約がどうなっているかを調べまし
ょう。
　ドライバー交替方式の場合、相手のトラック事業者のドライバーが、着荷
主に荷卸しに行くこととなります。
　着荷主との契約内容がドライバーによる荷卸作業となっている場合、相手
のトラック事業者のドライバーに荷扱いについて事前に教えておく必要があ
ります。
　また、受付場所や荷卸場所についても、きちんと引継ぎをしておきましょ
う。

◇協定を締結する
　国土交通省通達「貨物自動車運送事業の用に供する事業用自動車の相互使
用について」にあるように、中継輸送を行うトラック事業者同士で十分な話
し合いを行ったうえで、事前に協定を締結しておく必要があります。
　では、どのような締結項目が必要なのでしょう？　その項目例を説明します。

中継拠点でトライバーが交替する方式です。
他のトラック事業者の車両を運転することとなりますが、単車での実施が可
能な方式です。中継拠点での作業も短時間で終わります。

1中継輸送実施に向けた検討の進め方
　異なるトラック事業者同士で行うドライバー交替方式の中継輸送を行う際の
検討手順は次のとおりです。
　検討にあたっては、中継輸送を実施する相手のトラック事業者との十分な話
し合いが必要となります。

・国土交通省の通達や運行管理者の点呼等のルールを理解する
　異なる事業者同士でドライバー交替方式の中継輸送を実施するにあたり、
国交省の通達と「中継輸送に関するＱ＆Ａ」を事前に理解しておきましょう。

・実施する中継輸送の枠組みを決める
　中継輸送を実施する区間を踏まえ、どこの地域を中継拠点とするか等、ま
ずは実施する中継輸送の大まかな枠組みを決めましょう。

・運用の詳細項目を決める
　幹線車両の運行タイムスケジュールや協定書の締結等、相手のトラック事
業者と事前に話し合い、準備しておかなければならない項目があります。

2ルールを理解する
　異なるトラック事業者同士でドライバー交替の中継輸送を実施する場合、『法
制面』と『運行管理』について、多くのトラック事業者が疑問に思われます。

◇法制的に問題ありません
　異なるトラック事業者同士でドライバー交替方式の中継輸送を実施するこ
とは法制的に問題ありません。
　ただし必要となる措置はあり、対応しなければならないことが２つあります。

❖ 相互使用を行う事業者間で、責任関係等について事前に協定書等
で定めておくこと

❖ 相互使用の対象となる事業用自動車には、事業者名および運行区
間等を記載した表板を当該事業用自動車の助手席側の前面に外側
から見やすいように置くこと

　この内容は、国土交通省通達「貨物自動車運送事業の用に供する事業用自
動車の相互使用について」（平成９年７月１日付、平成 19 年一部改正）に
記載されています。
　なお協定書の概要を図５に記載してますので、ご覧ください。

◇ 運行管理は、車両に乗務する運転者が所属している営業所が行います
　中継拠点においては、
車両の乗り換え後の運行
について予め運行指示を
受けており、休息期間を
挟まないなど乗務を終了
しなければ、改めて点呼
を実施する必要はありま
せん。

◇その他の疑問があれば…
　国土交通省ホームページ「自動車総合安全情報」（中継輸送に関する
Q&A）に色々な情報が掲載されていますので確認しましょう。
https://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/03relay/

①中継輸送実施の目的
　「ドライバーの労働時間改善」や「輸送の効率化」
など、相手のトラック事業者と中継輸送を実施する
目的を十分に話し合っておきましょう。

②運行区間と交替場所
　中継輸送を継続・拡大していく中で、より効率的
な運行を目指し、様々な見直しが発生することもあ
ります。覚え書での締結も検討しましょう。
　項目は、運行区間と交替場所、また④項と関連し
ますが、その車両の所属営業所と登録番号（車両を
特定する場合）が考えられます。

③車両の受け渡し方法
　中継場所でドライバーが交替する時の対応を決め
ておきましょう。
　例えば車両を引き受けるドライバーが、相手のド
ライバーから車両を引き受ける時に受領サインをす
る帳票で受け渡しをするやり方もあります。

④使用車両の事業用自動車の特定
　中継輸送で使用する車両を特定しましょう。
　また、メーカーによって補助ブレーキなど車両の
構造に違いがある場合、事前にドライバーへ指導す
ることも必要です。

⑤�運行時の『運行管理』と『車両管理』の責任
　運行管理と車両管理の責任が、どちらのトラック
事業者にあるのかを決めておきましょう。
　例えば引き受ける事業者のドライバーが車両を引
き受けた時点から、運行管理と車両管理の責任を担
うという考え方があります。

⑥車両整備の責任
　車両整備の責任が誰にあるのかを決めておきまし
ょう。
　例えば車検証の使用者が担うという考え方があり
ます。

⑦引き渡し時の整備責任
　⑤項と関連しますが、相手事業者のドライバーに
車両を引き渡す際の整備責任が誰にあるかを決めて
おきましょう。
　引き渡し事業者が通常の使用に耐え得るように整
備し、引き受け事業者に引き渡しをするという考え
方があります。

⑧事故発生時の報告責任
　事故等が発生した場合の報告責任について決めて
おきましょう。
　引き受け事業者が引き渡し事業者に報告責任を担
うという考え方があります。

⑨損害賠償の範囲
　貨物の喪失や破損、あるいは第三者の死傷等、損
害賠償の範囲、更には責任も決めておきましょう。
　例えば一切の責任を引き受けている事業者が担う
という考え方があります。またその際の対応要領を
どうするかも両社で十分に検討しておく必要があり
ます。

⑩車両使用料の取り扱い
　車両使用料の取り扱いを決めておきましょう。
　例えば相互使用のため発生させないという考え方
があります。

⑪契約期間
⑫条項外事項発生時の対応

［協定書条項例］

図１

トラックA トラックA トラックA

トラックBトラックBトラックB

N日

N日

N日

？？時発 ？？時着

N＋1日

？？時発

？？時着

N＋1日

N日

？？時着

N＋1日

N＋1日

？？時着 ？？時発

△△県
△△市

□□県
□□市

【運行図（イメージ）】

N日

？？時発

◯◯県
◯◯市

××県
××市

ドライバー交替

△△市 □□市

中継イメージ（時間は目安）

中継拠点
■■県
■■市

N日

？時発

N＋1日

？時着

◯◯県
◯◯市

××県
××市

△△県 □□県

？時発

N＋1日

？時着

現　状

トラック
事業者

積載貨物
中継
方式

区 間

運送

運輸

○○工場 ××営業所中継拠点
○○工場 ××営業所中継拠点

中継輸送実施の手引き国
交
省

　国土交通省は今年３月、これから中継輸送に取り組む事業者へ向けて
『中継輸送の実施に当たって（実施の手引き）』を公開した。これは、平
成 28 年度「貨物自動車運送事業における中継輸送実証実験モデル事業」
についての報告書を基にしたもので、中継輸送の方式の中でも、同実験
モデル事業に参加したトラック運送事業者から実施要望の多かった「ド
ライバー交替方式」について、法令上のポイントや中継地点等の調整な
ど、確認すべき点についてその手順を詳しく紹介。『広報とらっく』では、
中継輸送導入促進の一環として、同手引きの概要版を掲載する。なお、
同手引きや必要書類の様式例等は国交省ホームページから入手できる。～検討の進め方から運用まで～（概要）
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法令　　  クイズ
マル　 バツ

 　　〜交差点編〜
 【解 答】２面に問題

❶ ○（法第42条第1号）交通整理の行われて
いない見通しの悪い交差点では、優先道路を
通行している場合を除いて、徐行することが
義務づけられている。
❷ ○（道交法第36条第4項）交差点に入ろう
としたり、交差点内を通行するときは、交差
点の状況に応じ、交差道路を通行する車両
等、反対方向から進行してきて右折する車両
等、交差点又はその直近で道路を横断する歩
行者に特に注意し、かつ、できる限り安全な
速度と方法で進行しなければならない。
❸ ×（道交法第35条の2第2項）環状交差点
において直進し、又は転回するときは、あら
かじめその前からできる限り道路の左側端に

寄り、かつ、できる限り環状交差点の側端に
沿って（道路標識等により通行すべき部分が
指定されているときは、その指定された部分
を通行して）徐行しなければならない。
❹ ○（道交法第34条第6項）左折又は右折し
ようとする車両が、合図をした場合において
は、その後方にある車両は、その速度又は方
向を急に変更しなければならないこととなる
場合を除き、合図をした車両の進路の変更を
妨げてはならない。
❺ ×（道交法第34条第4項）一方通行路で右
折するときは、あらかじめその前からできる限
り道路の右側端に寄り、かつ、交差点の中心
の内側を徐行しなければならない。

食
　
文
　
化

107「
魚
食
文
化
の
道
⑤
」 

黒
潮
育
ち
の｢
初
が
つ
お｣

　

か
つ
お
は
赤
道
近
く
の
熱

帯
の
海
で
生
ま
れ
︑
成
長
し

な
が
ら
黒
潮
に
乗
っ
て
北
上

し
て
︑
夏
に
は
黒
潮
と
親
潮

が
ぶ
つ
か
る
三
陸
沖
に
達
す

る
︒
こ
れ
が
﹁
初
が
つ
お
﹂

に
始
ま
る
第
１
の
旬
で
あ
る
︒

そ
の
あ
と
︑
水
温
が
下
が
る

と
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
南
下
し
始

め
る
︒
こ
れ
が
第
２
の
旬
の

﹁
戻
り
が
つ
お
﹂
で
︑
魚
体

が
大
き
い
う
え
に
脂
が
の
っ

て
非
常
に
う
ま
い
︒

　

今
は
︑
初
が
つ
お
︒
こ
れ

は
土
佐
に
限
る
︒
黒
潮
に
直

面
し
て
い
る
か
ら
︑﹁
日
戻

り
が
つ
お
﹂
と
呼
ば
れ
る
小

型
船
の
漁
が
盛
ん
な
の
だ
︒

　

高
知
市
で
は
︑
料
亭
か
ら

居
酒
屋
ま
で
︑
料
理
を
出
す

店
に
は
必
ず
﹁
か
つ
お
の
た

た
き
﹂
が
あ
る
く
ら
い
で
︑

と
呼
ん
で
珍
重
す
る
︒
ま
た
︑

に
ん
に
く
︑生
姜
︑青
じ
そ
︑

ね
ぎ
な
ど
の
薬
味
を
サ
ラ
ダ

の
よ
う
に
た
っ
ぷ
り
使
う
の

も
土
佐
流
で
あ
る
︒

　

私
は
高
知
市
か
ら
高
知
自

動
車
道
を
走
り
︑
中
土
佐
町

の
体
験
施
設
・
黒
潮
工
房
で

本
場
の
た
た
き
の
つ
く
り
方

を
教
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
︒

ま
ず
は
︑
か
つ
お
を
５
枚
に

の
せ
て
火
に
当
て
る
の
だ
︒

　

か
つ
お
か
ら
煙
が
立
ち
︑

わ
ら
の
香
り
︑
脂
の
匂
い
が

広
が
れ
ば
︑
も
う
火
が
通
っ

て
い
る
︒
炙
る
の
は
︑
魚
の

臭
み
を
取
る
た
め
と
も
︑
わ

ら
の
香
り
を
つ
け
る
た
め
と

も
い
わ
れ
る
が
︑
要
は
よ
り

お
い
し
く
食
べ
る
た
め
の
一

手
間
で
あ
る
︒（
つ
づ
く
）

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

ど
こ
も
自
家
製
の
味
を
自
慢

に
し
て
い
る
︒

　

た
た
き
は
︑
皮
付
き
の
ま

ま
表
面
を
炙あ

ぶ

り
︑
冷
水
に
と

っ
て
粗
熱
を
取
っ
て
か
ら
︑

刺
身
の
よ
う
に
切
る
︒
調
味

は
醤
油
に
柑
橘
類
を
絞
り
入

れ
た
り
︑
ポ
ン
酢
を
か
け
る

の
が
一
般
的
だ
が
︑
高
知
県

で
は
特
産
の
柚
子
の
搾
り
汁

を﹁
ゆ
の
す
﹂と
か﹁
ゆ
ず
す
﹂

お
ろ
す
│
│
左
右
の
背
︑
左

右
の
腹
︑
中
骨
に
分
け
る
の

だ
︒
そ
し
て
専
用
の
か
ま
ど

で
稲
わ
ら
を
燃
や
し
︑
燃
え

上
が
る
炎
の
中
に
︑
か
つ
お

を
く
ぐ
ら
せ
る
︒

　

こ
こ
で
役
立
つ
の
が
農
具

の
ピ
ッ
チ
フ
ォ
ー
ク
︒
ス
コ
ッ

プ
風
の
柄
に
特
大
フ
ォ
ー
ク

を
付
け
た
迫
力
い
っ
ぱ
い
の

道
具
で
︑
こ
れ
に
か
つ
お
を

　例えば、右写真のような袋を用意しておくと、袋単
位で交換できますので紛失等の心配は軽減されます。
　相手のトラック事業者の袋の色を変えておくと、
更に分かりやすくなります。

・伝票などの帳票類とキーを交換する
　点検終了後、伝票などの帳票類とキーを交換します。
※前項にも記載しましたが、伝票などの帳票類は袋に入れて

おくと安心です。
　交換した際には、確かに交換したことを相互確認できる
証跡を残す必要があります。そのための受渡書（図８）を
事前に作っておくと良いでしょう。

4-❷運用の詳細を決める
◇運用に必要な資料を作成する

　実際に中継輸送を運用する際の流れを考えながら、必要な資
料を考えていきましょう。

①車両出発
　国土交通省通達「貨物自動車運送事業の用に供する事業用自
動車の相互使用について」に記載されている表板（図６）は用
意していますか？
　この表板は、助手席に掲示しておく必要があります。

②発荷主での積込み～出発
　伝票などの帳票をドライバーが発荷主より預かります。
　ここで預かった伝票などの帳票は、中継拠点で相手のトラッ
ク事業者のドライバーに渡さなければなりません。

③中継拠点到着～ドライバー交替
　いよいよ中継拠点到着です。ドライバーの交替です。

・ 引き受けるドライバーが相手の車両を点検する
　引き受ける際に車両点検をしましょう。車両点検項目を記
載した点検実施表（図７）を事前に作っておくと良いでしょ
う。

④着荷主到着～荷卸し
　ドライバーは、中継拠点で相手のトラック事業者から受け取っ
た袋から必要な帳票を取り出し、着荷主の受付担当者に渡します。
　なお着荷主にドライバーが初めて行くことも想定されます。
　着荷主への道順や、受付場所・納入要領等を整理した資料を事
前にドライバーに渡しておくと円滑に納入ができます。
　また何か分からないことがあった場合に、ドライバーが関係者
と連絡をとる必要が出てくることもあります。
　連絡網（図９）を作っておくと良いでしょう。

※補助率等補助制度については平成28年度のもの

補助制度もご活用ください！補助制度もご活用ください！

5運行時、何か起こった時の対応を考える
　中継輸送の検討を行う際、殆どの方が「何か起こったらどうす
るの……？」という心配をします。
　通常と異なる運行をするわけですから、色々な不安が生じるの
は当然でしょう。
　検討段階で大切なことは、「何か起こったら……」の「何か」を
できるだけ想定し、その事象ごとの対応ルールを相手のトラック
事業者と事前に相談し決めておくことです。
　また、事故を起こさないために、メーカーによる補助ブレーキ
など車両の構造の違いについて、事前にドライバーへ指導するこ
とも必要です。

☆起こるかもしれないことを想定し対応ルールを考える
　相手のトラック事業者と想定される事象を出し合い、対応ル
ールを検討しましょう。
　運行遅延や破損（貨物や車両）など、様々な事象が考えられ
るはずです。

※代表的に事象例を右表で整理しましたので参考にしてください。
　同じ事象でも、起こるタイミング（中継拠点到着前／後）に
よって対応ルールが異なることがありますので注意しましょう。

　なお、事故が起こった際の保険等についても、事業者間
での検討が必要（詳細は『中継輸送の実施に当たって（実施
の手引き）』内 P.19 ～ 22「保険について」を参照のこと）。

表

A社様　ドライバー B社様　ドライバー

名前： 名前：

電話： 電話：

名前：

電話：

A社様　管理担当者

中継拠点

名前：

電話：

B社様　管理担当者

名前：

電話：

連　　絡　　網　　例

★運行前点検は、出発前に必ず行うこと

運行前 中継 運行後

点滅点検

電
気

車両概観
（傷等）

車
輌
状
態

そ
の
他

傷等ある場所をチェック

エアコン 利き具合

排気ガス 黒煙の増加

交換

オイル、エレメント 交換

モービル・オイル

全般の油水もれ

エア・タンク

ラジエーター 注水、水漏れ

タイヤ 亀裂及び損傷

バッテリー 適量なる液

各ライト関係

タイヤ空気圧 適量

点検箇所 点検要目

点検

運行前 中継 運行後

日付

ドライバー

点検

場所

運行前 中継 運行後

タイヤ 溝の深さ

ディスク・ホイルの取付状態

中
間
部

足
廻
り

ジョイント 遊びボルトしめつけ

ブレーキ 調整、利き具合

スタートボード 調整、利き具合

クラッチ 切れ具合

ミッション 注油及び油もれ

デフ 注油及び油もれ

ダイナモ

セルモーター

モービル油

損傷

ゆるみ

チャージ状況

良・不良

適量の注油

点検箇所 点検要目

原動機のかかり具合

低速及び加速の状態

ファンベルト

ファンベルト

エ
ン
ジ
ン
部

運行後

保有会社

車輌
ナンバー

点検者
整備
責任者

運行前

出発日 帰社日日常点検実施表【例】

図９

図７ 図８

図６
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行
動
を

垣
間
見
る
と
︒
ほ
ぼ
定
刻
に
ト
イ
レ
に
向
か

う
人
が
い
ま
す
︒
し
か
も
︑
重
そ
う
な
鞄
を

背
負
っ
て
︒
移
動
中
の
車
内
な
ら
︑
衆
目
の

中
盗
難
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
の
に
︒
お
も
む
ろ

に
立
ち
上
が
り
行
動
す
る
様
は
︑﹁
こ
れ
が
習

性
だ
﹂
と
い
わ
ん
ば
か
り
で
す
︒
▼
か
と
思

う
と
︑
必
ず
お
茶
と
お
手
製
の
お
む
す
び
２

個
を
持
ち
込
み
︑
地
元
駅
を
発
車
し
て
か
ら

ほ
ぼ
15
分
後
に
そ
れ
を
一
気
に
頬
張
る
人
︒
コ

ー
ト
︑
背
広
︑
チ
ョ
ッ
キ
を
脱
い
で
ワ
イ
シ
ャ

ツ
１
枚
に
な
り
︑
深
呼
吸
を
し
て
車
内
を
行
っ

た
り
来
た
り
す
る
人
︒
全
く
不
思
議
な
人
で

す
︒
周
り
の
人
は
︑﹁
ま
た
か
﹂
と
い
う
よ
う

な
目
で
見
て
い
ま
す
︒
常
に
窓
側
の
座
席
を
求

め
︑
席
の
移
動
を
繰
り
返
す
︑
ま
る
で
ヤ
ド

カ
リ
の
よ
う
な
人
︒
こ
の
人
は
︑
見
て
い
て
飽

き
な
い
で
す
︒
片
や
マ
ス
ク
を
し
て
︑
な
お
か

つ
顔
一
面
に
大
判
の
タ
オ
ル
を
被
っ
て
眠
る

人
︒
何
を
言
い
た
い
の
か
︑
ぶ
つ
ぶ
つ
と
し
き

り
に
何
か
を
呟
く
不
気
味
な
人
︒と
実
に
様
々

で
す
︒
▼
特
異
な
癖
は
︑
本
人
が
自
覚
せ
ず

と
も
︑
周
り
の
人
に
は
十
分
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
ま
す
︒
も
し
か
す
る
と
決
ま
っ
た
行
動
を

繰
り
返
す
こ
と
が
︑
精
神
的
な
支
え
に
な
っ
て

い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
し
︑
１
日
の
や
る
べ

き
メ
ニ
ュ
ー
の
一
環
か
も
知
れ
ま
せ
ん
︒
▼
以

前
︑
東
京
駅
の
ホ
ー
ム
で
乗
車
す
る
際
に
︑

割
り
込
み
を
し
よ
う
と
し
た
人
に
注
意
を
し

た
ら
︑
逆
に
食
っ
て
か
か
ら
れ
難
儀
し
ま
し

た
︒
こ
れ
で
は
迂
闊
に
注
意
も
で
き
ま
せ
ん
︒

世
の
中
が
便
利
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
︑
そ
れ

と
引
き
換
え
に
人
間
性
が
失
わ
れ
て
い
く
よ

う
な
気
が
し
ま
す
︒
感
情
の
抑
え
が
効
か
な
い

の
で
し
ょ
う
か
︒
▼
対
人
関
係
の
苦
手
な
人
が

増
え
た
の
は
︑
常
に
機
器
を
相
手
に
す
る
現

況
が
︑
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
︒
先
日
︑
上
野
駅
か
ら
御
徒
町

駅
へ
続
く
名
物
横
丁
﹁
ア
メ
横
﹂
の
高
架
下

の
居
酒
屋
で
︑
友
人
４
人
で
乾
杯
し
て
い
た
と

こ
ろ
︑
す
ぐ
横
の
席
に
男
女
４
人
の
グ
ル
ー
プ

が
陣
取
り
ま
し
た
︒
既
に
酒
量
が
進
ん
で
い

た
の
か
︑
会
話
の
賑
や
か
な
こ
と
こ
の
上
な

く
︑
周
囲
か
ら
顰
蹙
（
ひ
ん
し
ゅ
く
）
を
買
っ

て
い
ま
し
た
︒
そ
の
時
に
︑
お
店
の
常
連
ら
し

き
年
輩
女
性
が
︑﹁
い
い
大
人
が
︑
周
り
に
迷

惑
だ
よ
︒
楽
し
く
飲
も
う
よ
﹂
と
一
喝
し
ま

し
た
︒﹁
あ
な
た
が
経
験
し
た
ス
カ
ッ
と
し
た

話
を
ド
ラ
マ
化
し
ま
す
﹂
を
謳
い
文
句
に
︑

民
放
テ
レ
ビ
で
今
人
気
の
﹁
痛
快
Ｔ
Ｖ
ス
カ
ッ

と
ジ
ャ
パ
ン
﹂
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
︑
中
々
出

来
な
い
行
為
で
す
︒
私
達
も
ス
カ
ッ
と
し
て
︑

そ
の
後
の
杯
が
進
ん
だ
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
︒
▼
と
思
え
ば
︑
と
あ
る
飲
食
店
で

見
か
け
た
光
景
で
す
が
︑
自
分
が
注
文
し
た

メ
ニ
ュ
ー
が
中
々
出
て
来
な
い
た
め
イ
ラ
イ
ラ

し
て
い
る
人
が
い
ま
し
た
︒
メ
ニ
ュ
ー
を
運
ん

で
き
た
店
員
が
一
言
︑﹁
大
変
遅
く
な
り
ま
し

て
﹂︒
そ
れ
を
受
け
て
お
客
は
︑﹁
死
ん
で
た

よ
﹂
と
捨
て
台
詞
︒
私
は
︑
そ
れ
を
聞
い
て

唖
然
と
し
ま
し
た
︒
何
と
悲
し
い
言
葉
の
や

り
取
り
で
し
ょ
う
︒
言
動
行
動
に
は
細
心
の

注
意
を
払
わ
な
く
て
は
︑と
痛
感
し
ま
し
た
︒

▼
癖
の
多
い
人
の
例
え
が
相
撲
の
四
十
八
手

に
な
ぞ
ら
れ
た
﹁
四
十
八
癖
﹂︒
個
々
の
人
間

は
地
球
上
に
唯
一
１
人
︒
そ
う
考
え
る
と
多
少

の
癖
は
ユ
ー
モ
ア
さ
え
感
じ
ら
れ
ま
す
︒
癖
は

個
性
を
十
分
に
引
き
出
し
て
い
ま
す
︒
▼
い
よ

い
よ
待
ち
わ
び
た
︑
深
緑
の
季
節
の
到
来
で

す
ね
︒
目
に
映
る
鮮
や
か
な
青
葉
は
︑
心
に

優
し
さ
を
与
え
る
大
自
然
か
ら
の
贈
り
物
で

す
︒
先
日
︑
所
用
が
あ
り
東
京
都
下
の
西
国

分
寺
に
行
き
ま
し
た
︒用
事
を
済
ま
せ
る
と
︑

徒
歩
で
15
分
ほ
ど
の
﹁
お
鷹
の
道
﹂
に
行
き

ま
し
た
︒
夏
に
は
蛍
も
飛
び
か
う
小
川
が
あ

り
︑
静
寂
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
︒
深
緑
の

香
り
は
格
別
で
︑
ま
さ
に
深
山
幽
谷
の
世
界

に
舞
い
込
ん
だ
か
の
錯
覚
を
感
じ
ま
し
た
︒

▼
杜
に
は
神
宿
る
旨
の
伝
え
も
あ
り
︑
靴
を

脱
ぎ
せ
せ
ら
ぎ
に
立
ち
尽
く
し
何
か
を
祈
る

人
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
︒
人
そ
れ
ぞ
れ
痛

み
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
の
で
す
︒
私
は
と
い

う
と
︑
思
い
き
り
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
吸
い
込

み
︑
身
体
を
活
性
化
し
た
の
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
！ 

（
山
崎
薫
）

2017・5・15
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根
本
運
送
株
式
会
社
（
千
葉
県
船
橋
市
）

　

根
本
運
送
㈱
（
星
野
勝
美

代
表
取
締
役
）
は
︑
大
型
車

に
よ
り
工
場
出
荷
製
品
を
近

畿
地
方
な
ど
に
輸
送
し
て
い

る
ほ
か
︑
タ
イ
ヤ
の
原
料
や

カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
の
化
学
品

原
料
の
輸
送
︑
ま
た
パ
ン
の

原
材
料
と
な
る
小
麦
粉
を
輸

送
す
る
な
ど
︑
多
彩
な
荷
物

の
輸
送
を
手
が
け
て
い
る
︒

　

同
社
は
昭
和
26
年
に
東
京

都
で
創
業
し
︑
平
成
14
年
に

船
橋
市
に
本
社
を
移
転
し

た
︒
そ
の
頃
︑
当
時
の
社
長

が
同
社
の
事
業
の
売
却
を
検

討
︒
群
馬
県
太
田
市
に
あ
る

太
田
運
輸
㈱
（
同
）
が
同
社

の
事
業
を
取
得
す
る
こ
と
に

な
り
︑
15
年
に
同
社
の
全
株

式
が
太
田
運
輸
へ
譲
渡
さ
れ

た
︒
そ
れ
に
よ
り
︑
同
社
は

太
田
運
輸
の
グ
ル
ー
プ
企
業

と
し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
す
こ
と
に
な
っ
た
︒
同
社

の
星
野
泰
彦
専
務
取
締
役

は
︑
太
田
運
輸
に
よ
る
同
社

の
事
業
の
取
得
以
前
は
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
を
し
て
い
た
が
︑

21
年
に
同
社
の
専
務
取
締
役

に
就
任
し
た
︒

　

星
野
専
務
に
よ
る
と
︑
Ｍ

「
輸
送
の
安
全
は
わ
が
社
の
生
命
線
」

ト
ッ
プ
の
方
針
を
示
し
安
全
対
策
を
進
め
る

＆
Ａ
以
前
の
同
社
の
社
員
は

﹁
法
令
遵
守
﹂
と
い
う
意
識

に
乏
し
く
︑
そ
う
し
た
社
風

も
影
響
し
て
事
故
は
少
な
く

な
か
っ
た
と
い
う
︒
し
か
し
︑

﹁
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

制
度
﹂
が
18
年
10
月
に
導
入

さ
れ
る
な
ど
︑
運
送
事
業
者

が
自
主
的
か
つ
積
極
的
に
輸

送
の
安
全
へ
の
取
り
組
み
を

推
進
し
︑
安
全
性
を
一
層
向

上
さ
せ
る
と
い
う
大
き
な
流

れ
が
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に

生
ま
れ
て
い
た
︒
同
社
に
お

い
て
も
︑
そ
う
し
た
業
界
全

体
の
流
れ
を
受
け
て
︑
安
全

に
関
し
て
ト
ッ
プ
の
方
針
を

示
し
︑
安
全
輸
送
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と

な
っ
た
︒

　

同
社
の
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
で
は
︑
表
の
通
り
︑

安
全
方
針
を
﹁
輸
送
の
安
全

は
我
が
社
の
生
命
線
﹂
と
定

め
て
い
る
︒﹁
安
全
第
一
﹂
で

業
務
を
行
い
︑
荷
主
か
ら
信

頼
を
得
る
こ
と
で
︑
自
社
の

経
営
が
継
続
で
き
︑
ひ
い
て

は
社
員
の
生
活
も
維
持
・
向

　

さ
て
︑
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
り
同

社
の
経
営
陣
が
刷
新
さ
れ
る

と
︑
同
社
で
は
残
っ
た
ド
ラ

イ
バ
ー
に
対
し
て
︑﹁
従
前

通
り
の
や
り
方
で
は
な
く
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
全
員
が
法
令
遵

守
の
意
識
を
も
ち
︑
よ
り
安

全
性
の
高
い
会
社
へ
と
成
長

し
て
い
こ
う
﹂
と
呼
び
か
け

る
と
と
も
に
︑
社
内
組
織
の

見
直
し
を
実
施
︒
ま
た
︑
安

全
教
育
・
指
導
も
強
化
し
︑

会
社
全
体
を
良
く
し
て
い
く

た
め
の
取
り
組
み
を
果
敢
に

進
め
た
︒
一
方
で
︑
こ
う
し

た
社
内
の
変
化
に
不
満
を
抱

い
た
り
︑
取
り
残
さ
れ
た
ド

ラ
イ
バ
ー
は
︑
同
社
を
退
社

し
て
い
っ
た
︒
Ｍ
＆
Ａ
を
き

っ
か
け
に
︑
法
令
遵
守
の
意

識
が
ド
ラ
イ
バ
ー
に
植
え
付

け
ら
れ
た
こ
と
で
︑
同
社
に

お
け
る
安
全
性
向
上
へ
の
取

り
組
み
が
加
速
し
て
い
く
こ

上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
︒
同
社
で
は
﹁
安
全

第
一
﹂
と
い
う
確
固
た
る
姿

勢
を
社
内
外
に
示
す
た
め
︑

車
両
に
も
﹁
安
全
第
一
﹂
を

掲
げ
て
運
行
し
て
い
る
︒

と
に
な
っ
た
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
全
体
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
は
︑

同
社
に
と
っ
て
も
深
刻
な
も

の
に
な
っ
て
い
る
︒
し
か
し
︑

﹁
大
型
免
許
を
取
得
し
て
い

る
人
な
ら
誰
で
も
い
い
﹂
と

い
う
姿
勢
で
採
用
を
行
う

と
︑
安
全
へ
の
意
識
に
乏
し

く
改
善
へ
の
意
欲
も
低
い
人

材
を
獲
得
し
て
し
ま
い
︑
こ

れ
ま
で
の
同
社
の
改
革
路
線

に
悪
い
影
響
を
与
え
る
事
態

に
も
な
り
か
ね
な
い
︒﹁
朱
に

交
わ
れ
ば
赤
く
な
る
﹂
と
い

う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
︑
人

は
関
わ
る
相
手
や
環
境
に
よ

っ
て
︑
良
く
も
な
れ
ば
悪
く

も
な
る
︒
一
部
の
ド
ラ
イ
バ

ー
の
言
動
に
よ
り
︑
法
令
遵

守
の
意
識
を
育
ん
で
き
た
多

く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
悪
い
方

向
に
引
っ
張
ら
れ
る
よ
う
で

は
︑
会
社
全
体
と
し
て
﹁
安

全
第
一
﹂
の
輸
送
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
は
不
可
能
と
な

る
︒

　

そ
こ
で
同
社
で
は
︑﹁
安

全
第
一
﹂
の
輸
送
の
継
続
を

図
る
た
め
に
︑
社
会
保
険
労

務
士
と
相
談
し
て
ド
ラ
イ
バ

ー
採
用
の
際
の
チ
ェ
ッ
ク
を

強
化
し
た
︒
面
接
時
に
︑
求

人
応
募
者
に
運
転
記
録
証
明

書
の
提
示
を
求
め
︑﹁
こ
れ
ま

で
に
重
大
な
事
故
を
起
こ
し

て
い
な
い
か
ど
う
か
﹂
を
確

認
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
︑現
在
の
健
康
状
態
や
﹁
サ

　

同
社
で
は
︑
22
年
11
月
に

同
社
の
全
車
両
に
デ
ジ
タ
ル

タ
コ
グ
ラ
フ
を
導
入
︒ま
た
︑

24
年
７
月
に
は
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
も
全
車
に
搭
載
し

た
︒
デ
ジ
タ
コ
と
ド
ラ
レ
コ

の
装
着
に
よ
り
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
は
安
全
を
意
識
し
た
運
転

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
︑
事
故
発
生
件
数
は
大

幅
に
減
少
︒
ま
た
︑
保
険
を

使
用
す
る
よ
う
な
大
き
な
事

故
は
な
く
な
っ
た
た
め
︑
同

社
が
契
約
し
て
い
る
対
人
・

対
物
保
険
は
最
大
の
値
引
き

率
と
な
り
︑
年
間
保
険
料
の

削
減
に
繋
が
っ
た
︒
ま
た
︑

デ
ジ
タ
コ
を
活
用
し
て
の
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
に
も
取
り
組
み
︑

燃
費
の
改
善
も
果
た
し
て
い

る
︒

　

ま
た
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の

安
全
教
育
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
っ
た
︒
主
な
取

り
組
み
と
し
て
は
︑
①
外
部

講
師
に
よ
る
安
全
に
関
す
る

講
義
の
実
施
︑
②
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
使
っ
た
集

合
教
育
の
実
施
︱
︱
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
︒

　

こ
う
し
た
安
全
へ
の
取
り

組
み
強
化
が
評
価
さ
れ
︑
同

社
は
25
年
に
Ｇ
マ
ー
ク
を
取

得
し
て
い
る
︒

　

と
こ
ろ
が
︑
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
へ
の
取
り
組
み
に
慣
れ
て

く
る
と
︑
燃
費
改
善
効
果
は

次
第
に
小
さ
く
な
り
︑
ま
た

そ
れ
と
同
時
に
ち
ょ
っ
と
し

た
事
故
の
数
も
増
加
し
て
く

る
よ
う
に
な
っ
た
︒

　

そ
こ
で
︑
同
社
で
は
﹁
安

全
へ
の
取
り
組
み
は
︑
自
社

だ
け
で
進
め
て
い
て
も
限
界

が
あ
る
﹂
と
判
断
し
︑
千
葉

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
モ
デ
ル

事
業
﹁
交
通
事
故
・
労
働
災

害
防
止
対
策
推
進
活
動
﹂
に

応
募
し
た
︒
こ
れ
は
︑
安
全

衛
生
管
理
体
制
の
構
築
を
目

的
に
県
内
の
運
送
事
業
者
が

取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
︑

同
社
で
は
25
年
～
26
年
の
２

年
間
︑
同
活
動
を
通
じ
て
安

全
対
策
の
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
っ
た
︒

　

同
社
に
お
け
る
主
な
ブ
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
内
容
は
次
の
通

り
で
あ
る
︒

① 

集
合
教
育
か
ら
個
人
の
意

識
向
上
へ

　

こ
れ
ま
で
の
画
一
的
な
集

合
教
育
か
ら
︑
個
人
の
意
識

向
上
に
繋
が
る
教
育
へ
と
改

善
を
行
っ
た
︒

　

例
え
ば
︑
点
呼
時
に
ド
ラ

イ
バ
ー
一
人
ひ
と
り
に
対
し
︑

事
故
や
ク
レ
ー
ム
な
ど
の
情

報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
伝
達
︒

　

同
社
で
は
︑
年
４
回
実
施

し
て
い
る
﹁
安
全
会
議
﹂
の

中
で
︑
事
故
を
起
こ
さ
な
か

っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
に
﹁
ど
う

い
う
と
こ
ろ
に
気
を
付
け
て

作
業
を
行
っ
た
か
ら
︑
事
故

が
起
こ
ら
な
か
っ
た
の
か
﹂

今
ま
さ
に
何
に
注
意
す
べ
き

な
の
か
を
理
解
さ
せ
る
こ
と

で
︑事
故
防
止
に
繋
げ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
個
人
の
事
故
防
止

へ
の
意
識
向
上
を
図
る
た
め
︑

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告
書︵
図
︶

を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
書
か
せ
る

よ
う
に
し
て
い
る
︒
運
行
中

の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
に
つ
い

て
︑
そ
の
概
要
や
当
時
の
周

囲
の
状
況
な
ど
の
ほ
か
︑
ヒ

ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
原
因
や
反
省
︑

ま
た
改
善
方
法
な
ど
に
つ
い

て
ド
ラ
イ
バ
ー
に
考
え
さ
せ

て
︑
記
載
さ
せ
る
︒
同
報
告

書
の
内
容
を
経
営
陣
や
運
行

管
理
者
な
ど
が
確
認
し
︑
他

の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
も
役
に
立

つ
内
容
の
場
合
に
は﹁
佳
作
﹂

﹁
入
選
﹂
と
し
て
評
価
し
︑

賞
金
を
出
し
て
い
る
︒

② 
労
働
災
害
を
防
止
す
る
た

め
に

　

同
社
で
は
︑
労
働
災
害
が

少
な
か
ら
ず
発
生
し
て
い

た
︒
そ
の
た
め
︑
同
社
で
は

同
活
動
を
通
じ
︑﹁
安
全
衛

生
管
理
規
程
﹂
や
﹁
安
全
衛

生
計
画
﹂
を
策
定
︒
安
全
衛

生
管
理
体
制
を
確
立
さ
せ
る

こ
と
で
︑
労
働
災
害
防
止
を

図
っ
て
い
る
︒

を
発
表
し
て
も
ら
う
よ
う
に

し
て
い
る
︒
例
え
ば
︑﹁
作

業
を
行
う
前
に
は
一
呼
吸
付

け
て
︑
冷
静
に
な
っ
て
か
ら

作
業
を
行
う
よ
う
に
す
る
﹂

﹁
バ
ッ
ク
を
行
う
際
に
は
自

分
の
勘
や
他
人
に
頼
ら
ず

ラ
リ
ー
ロ
ー
ン
を
利
用
し
て

い
な
い
か
ど
う
か
﹂︑
ま
た

﹁
会
社
の
運
営
に
支
障
を
与

え
る
よ
う
な
市
民
活
動
や
組

合
活
動
を
行
っ
て
い
な
い
か

ど
う
か
﹂
な
ど
︑
求
人
応
募

者
を
事
細
か
に
チ
ェ
ッ
ク
す

る
よ
う
に
し
て
い
る
︒
健
康

の
悩
み
や
経
済
的
な
苦
し
み

を
抱
え
た
状
態
で
乗
務
を
し

て
い
て
は
︑
運
転
操
作
に
集

中
で
き
ず
︑
そ
の
結
果
︑
事

故
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
い

か
ね
な
い
︒﹁
安
全
第
一
﹂
を

遂
行
す
る
同
社
に
と
っ
て
問

題
の
な
い
人
材
か
ど
う
か
を

第
９
回

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
の
各
企
業
で
の
優
良
な
交
通
事
故
防
止
対
策
の
様

子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
Ｍ
＆
Ａ
を
機
に
安
全
衛
生
管
理
体
制
を

確
立
さ
せ
る
と
と
も
に
︑
安
全
性
向
上
へ
の
取
り
組

み
に
一
層
力
を
注
い
で
い
る
︑
千
葉
県
船
橋
市
の
根

本
運
送
㈱
を
紹
介
し
ま
す
︒

見
極
め
︑﹁
こ
の
人
な
ら
大

丈
夫
だ
﹂
と
信
頼
の
置
け
る

人
材
を
採
用
︒
３
か
月
の
試

用
期
間
の
間
に
︑
業
務
に
あ

た
る
姿
勢
や
遵
法
意
識
の
高

さ
な
ど
を
確
認
し
た
上
で
︑

本
採
用
と
し
て
い
る
︒

　
﹁
輸
送
の
安
全
を
維
持
し
︑

一
層
高
め
て
い
く
た
め
に
は
︑

安
全
教
育
を
強
化
し
て
い
く

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す

が
︑
会
社
の
考
え
方
に
共
鳴

し
︑
素
直
に
︑
そ
し
て
真
摯

に
物
事
に
取
り
組
ん
で
く
れ

る
ド
ラ
イ
バ
ー
を
採
用
し
︑

育
て
て
い
く
こ
と
が
最
も
大

事
で
す
︒
社
員
全
員
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
む
と
い
う

雰
囲
気
を
醸
成
で
き
る
か
ど

う
か
で
︑
安
全
教
育
を
活
か

す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か

の
明
暗
が
分
か
れ
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ

う
﹂（
星
野
専
務
）

に
︑
自
分
の
目
で
安
全
を
確

認
し
て
か
ら
行
う
よ
う
に
す

る
﹂
な
ど
︑
他
の
ド
ラ
イ
バ

ー
か
ら
事
故
を
防
ぐ
た
め
の

様
々
な
意
見
を
聞
き
︑
そ
れ

を
自
分
の
も
の
に
す
る
こ
と

で
︑
安
全
性
向
上
に
繋
げ
て

い
る
︒

　

同
社
で
は
︑
同
活
動
を
通

じ
て
安
全
に
対
す
る
環
境
整

備
が
で
き
た
と
と
も
に
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
の
中
に
も
安
全
意

識
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と

い
う
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
さ

ら
な
る
事
故
防
止
の
た
め
に

は
︑
時
に
顔
を
の
ぞ
か
せ
る

﹁
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
﹂
を

な
く
す
必
要
が
あ
る
と
し
て

い
る
︒

　
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
一
人
ひ
と
り

の
意
識
を
高
め
て
い
く
た
め

に
は
︑
細
か
い
事
柄
を
積
み

重
ね
︑﹃
安
全
第
一
﹄
の
考
え

方
を
定
着
さ
せ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
︒
例
え
ば
︑﹃
車
間

距
離
を
保
持
す
る
﹄
な
ど
の

月
間
目
標
を
定
め
︑
点
呼
の

場
な
ど
で
そ
れ
を
ド
ラ
イ
バ

ー
に
毎
日
意
識
さ
せ
る
︒
目

標
を
守
る
こ
と
を
日
常
業
務

の
中
で
習
慣
付
け
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

油
断
に
よ
る
ミ
ス
を
防
い
で

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
﹂

（
同
）

︵
取
材
協
力
︶
根
本
運
送
㈱

　

星
野
泰
彦
専
務
取
締
役

図

安全会議では、事故を起こさなかったドライバーが事例を発表し、事故防止への取り組
みを水平展開している

面
接
で
応
募
者
を
事
細
か
に
チ
ェッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
採
用
が
安
全
教
育
を
活
か
す
決
め
手
に

集
合
教
育
か
ら
個
人
の
意
識
向
上
へ

考
え
さ
せ
る
こ
と
で
ド
ラ
イ
バ
ー
の
意
識
を
高
め
る

「
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
」
が
事
故
の
原
因
に

毎
日
の
習
慣
付
け
で
油
断
を
断
ち
切
る

表　事故防止のための安全方針

『輸送の安全は我が社の生命線』…社長方針

　安全軽視、目先の利益優先の会社はいつか必ず
滅びる。我が社は運輸業を通じて社会に末永く貢
献するために、地道に安全第一で業務を行う。安
全に努めかつ荷物を大切に扱うことでお客様から
信頼を勝ち得ることがもっとも大切と考える。

企業プロフィール

■ 社　　　名 根本運送㈱
■ 本社所在地 千葉県船橋市潮見町20-2
■ 代 表 者 代表取締役　星野勝美
■ 設　　　立 昭和26年7月6日

■ 資 本 金  1,000万円
■ 社 員 数  53人
	 （うちドライバー45人）
■ 車 両 数  50台

M&Aをきっかけに安全指導強化
「安全第一」旗印に遵法意識を向上

大
型
ウ
イ
ン
グ
車
は
安
全
へ
の
同
社

の
姿
勢
を
示
す
た
め
に
「
安
全
第
一
」

を
掲
げ
て
い
る

星野　泰彦
専務取締役


